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平成15年度予算

利
用
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
が
こ
の
制
度
を
円
滑

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
支
援
体
制

の
整
備
充
実
に
努
め
ま
す
。

幼
児
の
医
療
費
助
成
対
象
年
齢
の

拡
大

　

保
育
園
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児

保
育
、
早
朝
・
延
長
保
育
、
一
時

保
育
等
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
施
設
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。「
少
子
化
」
の
進
行
は
、
社
会

構
造
並
び
に
社
会
経
済
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
整
備
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
十
五
年
度
よ
り
、
幼

児
の
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を

拡
大
し
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

行
う
と
と
も
に
、
十
四
年
度
よ
り

実
施
し
て
お
り
ま
す
「
子
育
て
支

援
事
業
」
の
一
層
の
充
実
を
図
り

「
子
育
て
支
援
」の
更
な
る
推
進
に

努
め
ま
す
。

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

　

健
康
で
安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る

暮
ら
し
は
、
全
町
民
の
願
い
で
あ

り
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
の
有
効

利
活
用
に
よ
り
各
種
の
検
診
、
健

康
教
育
、
健
康
相
談
を
実
施
し
、

受
診
率
の
向
上
、
病
気
の
予
防
、

早
期
発
見
に
努
め
町
民
の
健
康
保

回
バ
ス
の
運
行
を
経
済
性
等
に
配

慮
し
な
が
ら
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　

福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、少
子
・

高
齢
化
社
会
を
踏
ま
え
た
総
合
的

な
地
域
福
祉
施
策
や
介
護
保
険
制

度
の
充
実
を
図
り
、
住
民
が
安
心

し
て
快
適
な
生
活
が
で
き
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
十
四
年
度
に
見
直
し
を

行
っ
た
「
老
人
保
健
福
祉
計
画
並

び
に
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
趣

旨
に
基
づ
き
高
齢
社
会
の
将
来
像

を
念
頭
に
置
き
、
高
齢
者
の
自
立

支
援
、
生
活
の
質
の
向
上
及
び
安

心
し
た
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
可

能
な
社
会
的
基
盤
整
備
の
推
進
を

図
り
ま
す
。
高
齢
者
の
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
る
「
介
護
保
険
制

度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
三
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
住
民
の
皆
様
よ

り
こ
の
制
度
を
ご
理
解
い
た
だ
き

円
滑
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
介
護
保
険
事
業
の
な

お
一
層
の
適
正
運
営
に
努
め
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
な
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
十
五
年
度

よ
り
身
体
及
び
知
的
障
害
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
、
こ
れ
ま
で
の
措
置

制
度
か
ら
支
援
費
制
度
に
移
行
し

ま
す
。
利
用
者
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
し
、
事
業
者
と
対
等
な
立

場
で
契
約
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
を

「
越
路
ホ
タ
ル
ま
つ
り
」「
こ
し
じ

秋
ま
つ
り
」「
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
i
n
越
路
」
を
引
き
続
き
実

施
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
近
隣
市

町
村
の
方
々
も
集
え
る
祭
り
と
し
、

越
路
町
の
す
ば
ら
し
さ
を
広
く
宣

伝
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
策
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
町
商
工
会
活
動
へ
の
支

援
や
各
種
制
度
融
資
を
通
じ
、
中

小
の
商
工
業
者
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

観
光
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
四
月
の
三
波
春
夫
顕
彰
碑
の

除
幕
以
来
、
町
民
は
も
と
よ
り
、

近
隣
市
町
村
や
全
国
か
ら
十
四
年

十
二
月
末
ま
で
に
三
万
人
を
超
え

る
多
く
の
方
々
か
ら
訪
れ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
隣
接
す
る
「
長
谷

川
邸
」
や
「
昔
話
と
ほ
た
る
の
館
」

の
入
館
者
数
が
増
加
し
た
ば
か
り

で
な
く
、
地
域
住
民
が
自
発
的
に

青
空
市
を
開
き
、地
場
産
の
野
菜
・

山
菜
等
の
販
路
見
い
出
し
の
活
性

化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
多
く
の
方
々
か
ら
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
方
法
を
考

え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

関
越
自
動
車
道
の
越
路
町
地
内

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
促
進
に

向
け
て
、
近
隣
市
町
村
と
協
調
し

関
係
機
関
に
働
き
を
か
け
早
期
実

現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民

の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
町
内
巡

を
提
供
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施

設
を
整
備
し
、
情
報
手
段
の
構
築

に
努
め
ま
す
。
緊
急
情
報
や
福
祉

情
報
、
地
域
の
住
民
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
文
化
・
教
養
情
報
や
農

業
情
報
等
、
多
様
な
情
報
の
提
供

を
通
じ
て
、
情
報
化
の
均
衡
あ
る

発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
加
入
し
易
い
環
境
の
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
を
生
か
し
地
域
の
活
性
化

　

町
民
総
参
加
の
地
域
お
こ
し
事

業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、「
越
路
町

花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
」「
ス
ー
パ
ー

ド
ッ
グ
ス
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」

た
。
今
後
も
引
き
続
き
本
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
事
業
に
も
取
り
組
み
、
住
民

と
一
体
と
な
っ
て
国
際
交
流
の
機

運
高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
で
情

報
化
を
図
る

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携

帯
電
話
の
急
速
な
普
及
に
伴
い
、

情
報
通
信
は
住
民
生
活
、
企
業
活

動
、
行
政
事
務
な
ど
あ
ら
ゆ
る
活

動
を
支
え
る
基
盤
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
情
報
通
信
の
利
益
を
得

る
た
め
に
、
地
域
生
活
に
欠
か
せ

な
い
地
域
に
密
着
し
た
映
像
情
報

歳　出 

土木費 
7億9,216万円 
（11.3％） 

民生費 
11億4,924万円 
（16.5％） 

教育費 
23億6,152万円 
（33.8％） 

総務費 
7億5,190万円 
（10.8％） 

公債費 
5億4,316万円 
（7.8％） 

農林水産業費 
4億5,231万円 
（6.5％） 

衛生費 
3億9,538万円 
（5.6％） 

消防費 
2億7,120万円 
（3.9％） 議会費 

9,549万円（1.4％） 

商工費 
1億3,099万円 
（1.9％） 

その他 
3,665万円 
（0.5％） 

歳　出 
69億8,000万円 
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69億8千万円
（対前年度比 12.5％増）

施
策
の
重
点
事
項

き
減
少
の
見
込
み
と
な
り
、
地
方

財
政
も
厳
し
い
も
の
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
安
全
で
快
適

な
住
民
生
活
を
保
障
し
維
持
す
る

た
め
に
、
長
期
展
望
を
視
野
に
入

れ
健
全
で
堅
実
な
財
政
計
画
を
維

持
す
る
と
と
も
に
、
資
金
管
理
に

は
預
け
入
れ
先
金
融
機
関
の
経
営

状
況
等
を
注
視
し
適
正
に
対
処
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の

定
員
管
理
適
正
化
を
引
き
続
き
推

進
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
育
成

と
一
層
の
資
質
向
上
を
図
り
、
行

政
事
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
報
広
聴
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
町
村
合
併
問
題
を
踏
ま
え
広
報

こ
し
じ
及
び
住
民
懇
談
会
を
開
催

す
る
な
か
で
、
町
民
に
対
す
る
情

報
開
示
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

近
隣
市
町
村
と
連
携
を
深
め
る

　

企
画
振
興
関
連
に
つ
き
ま
し
て

は
、
行
政
の
広
域
的
な
連
携
は
近

年
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
近
隣
市

町
村
と
協
調
・
協
働
を
深
め
行
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
社
会
で
の
活
躍
を
期
待
し

実
施
し
て
お
り
ま
す
中
学
生
の
海

外
派
遣
事
業
や
、
国
際
理
解
教
育

の
た
め
実
施
し
て
い
る
、
国
際
交

流
員
事
業
も
三
年
が
経
過
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
間
多
く
の
皆
様
か

ら
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
着

実
に
成
果
を
上
げ
て
ま
い
り
ま
し

け
ま
す
と
産
業
の
空
洞
化
の
進
展

や
企
業
の
倒
産
、
大
規
模
な
リ
ス

ト
ラ
、
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
と
景

気
が
上
向
く
好
材
料
が
見
出
せ
ま

せ
ん
。
併
せ
て
、
二
十
一
世
紀
を

迎
え
、
日
本
が
直
面
す
る
問
題
に

少
子
高
齢
化
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
人
口
は
、
あ
と
五
十
年
経

た
な
い
う
ち
に
約
七
千
万
人
ま
で

減
少
し
て
し
ま
う
一
方
で
、
平
均

寿
命
は
九
十
歳
に
達
す
る
と
予
測

さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
福
祉
を
中

心
に
、
医
療
や
介
護
な
ど
様
々
な

問
題
が
噴
出
す
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
高
齢
者
人
口
比
率
が
増

加
す
れ
ば
、
医
療
費
や
年
金
の
支

出
が
よ
り
増
大
し
、
そ
れ
を
ど
こ

か
で
抑
制
し
な
け
れ
ば
深
刻
な
財

政
危
機
を
迎
え
、
現
行
の
行
財
政

は
破
た
ん
の
恐
れ
が
あ
る
と
も
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。　

従
来
、日
本

で
は
福
祉
や
医
療
の
分
野
に
競
争

原
理
が
十
分
に
働
い
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
最
近
は
「
競
争
原

理
を
導
入
し
、
合
理
的
な
体
制
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
財
政
再
建
は
不

可
能
」
と
言
う
声
も
あ
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
が
生
き

が
い
を
感
じ
な
が
ら
活
躍
で
き
る

効
率
的
な
社
会
体
制
創
造
の
た
め
、

政
府
主
導
の
福
祉
政
策
を
民
間
活

力
に
シ
フ
ト
す
る
な
ど
、
抜
本
的

な
施
策
の
転
換
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
全
体
的
な
視
点
に
欠
け
る

　

昨
年
は
、
先
に
勃
発
し
た
米
国

の
同
時
多
発
テ
ロ
を
契
機
と
し
、

世
界
各
地
で
無
差
別
な
テ
ロ
行
為

が
繰
り
返
さ
れ
多
く
の
尊
い
生
命

や
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

イ
ラ
ク
情
勢
や
北
朝
鮮
問
題
が
混

沌
と
し
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
世
界
平

和
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み

ま
せ
ん
。
一
方
、
国
内
に
目
を
向

　

越
路
町
の
平
成
十
五
年
第
一
回
議
会
定
例
会
は
、
三
月
五
日
か
ら
三
月

十
八
日
ま
で
の
日
程
で
招
集
さ
れ
、
平
成
十
五
年
度
予
算
及
び
条
例
の
改

正
な
ど
が
審
議
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
予
算

総
額
は
、
六
十
九
億
八
千
万
円
で
平
成
十
四
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
七
億

七
千
八
百
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
議
会
定
例
会
に
お
け
る
町
長
の
施
政
方
針
に
沿
っ
て
、
平
成
十

五
年
度
の
主
な
政
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成１５年度　　　　
　一般会計予算総額

その他 
2億4,328万円（3.5％） 

歳　入�

地方交付税 
15億5,000万円 
（22.2％） 

町税 
15億4,393万円 
（22.1％） 町債 

13億1,560万円 
（18.8％） 

繰入金 
10億4,391万円 
（14.9％） 

県支出金 
2億5,554万円 
（3.7％） 

国庫支出金 
6億1,206万円 
（8.8％） 

分担金及び負担金 
9,616万円（1.4％） 

諸収入 
1億628万円（1.5％） 

地方譲与税 
1億322万円（1.5％） 

地方消費税交付金 
1億1,002万円 
（1.6％） 

歳　入 
69億8,000万円 

縦
割
機
構
の
改
革
、
産
業
経
済
、

地
域
、
人
口
の
変
化
に
対
応
す
る

財
政
を
柔
軟
な
構
造
に
転
換
を
図

る
と
と
も
に
、
景
気
好
転
の
確
固

た
る
刺
激
策
を
積
極
的
に
推
進
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

越
路
町
の
財
政
状
況
も
、
こ
の

景
気
の
低
迷
を
色
濃
く
反
映
し
自

主
財
源
の
伸
び
が
期
待
で
き
ず
、

平
成
十
五
年
度
予
算
編
成
に
つ
き

ま
し
て
は
、
歳
入
を
精
査
し
編
成

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今

後
は
事
業
の
縮
小
、
実
施
時
期
の

延
長
な
ど
を
し
て
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
是

非
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

市
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、

長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
の
な

か
で
真
摯
に
協
議
を
行
う
と
と
も

に
、
町
民
各
位
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
な
が
ら
議
員
各
位
と
更
な
る

議
論
を
重
ね
方
向
を
示
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

健
全
で
堅
実
な
財
政
計
画
の
維
持

に
努
め
る

　

景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
国
全
体

の
、
法
人
税
収
の
落
ち
込
み
な
ど

か
ら
地
方
財
源
に
不
足
が
生
じ
、

地
方
交
付
税
が
前
年
度
に
引
き
続
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欲
的
に
学
ぶ
子
ど
も
」
の
育
成
を

目
指
し
て
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
個
性
と
感
性
の
豊
か
な

思
い
や
り
の
心
を
も
ち
、
た
く
ま

し
い
「
生
き
る
力
」
を
持
っ
た
子

ど
も
の
育
成
の
た
め
に
支
援
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
八
月
、
建
設
に
着
手
い
た

し
ま
し
た
「
越
路
西
小
学
校
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
各
位
並
び

に
施
工
業
者
等
の
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
の
も
と
に
計
画
ど
お
り
に

工
事
が
進
捗
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

十
六
年
四
月
開
校
に
向
け
て
諸
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
内
の
全
児
童
生
徒

が
時
代
に
適
応
し
た
教
育
環
境
の

中
で
、
伸
び
伸
び
と
安
全
に
学
習

で
き
る
条
件
づ
く
り
に
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。

　

各
校
の
施
設
や
教
材
備
品
な
ど

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
教
育

十
五
年
度
か
ら
開
発
行
為
等
が
県

か
ら
都
市
計
画
区
域
を
有
す
る
全

町
村
へ
権
限
委
譲
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
都
市
計
画
が
よ
り
身
近
な

も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
り
良

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
地
域
環
境
づ
く
り

　

防
災
関
連
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
住
民
が
安
全
で
安
心
し
て
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
環

境
づ
く
り
は
行
政
の
基
本
と
考
え

ま
す
。
こ
の
た
め
に
消
防
体
制
の

強
化
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
、

避
難
場
所
標
示
板
の
設
置
、
防
災

資
機
材
の
備
蓄
な
ど
防
災
体
制
の

強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
災

訓
練
を
実
施
し
住
民
の
防
災
に
対

す
る
意
識
高
揚
、
防
災
教
育
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
関
連
に
つ
き
ま
し
て
は
、

犯
罪
や
交
通
事
故
の
無
い
快
適
な

社
会
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
長

岡
警
察
署
、
町
交
通
安
全
協
会
、

町
防
犯
組
合
と
連
携
し
広
報
・
啓

発
活
動
、
街
頭
指
導
の
強
化
を
図

り
、
犯
罪
の
減
少
・
交
通
事
故
防

止
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

越
路
西
小
学
校
開
校
に
向
け
て

　

教
育
関
連
に
つ
き
ま
し
て
は
、

教
育
委
員
会
の
所
管
に
か
か
わ
る

事
項
で
あ
り
ま
す
が
、
学
校
教
育

の
分
野
に
お
い
て
、
町
の
期
待
す

る
児
童
生
徒
像
「
豊
か
な
心
で
意

平成１６年４月開校に向けて建設が
進む越路西小学校

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　

予
算
総
額
は
、
八
億
九
千
四
百

万
円
で
前
年
度
に
比
べ
六
千
七
百

万
円
（
八
・
一
％
）
の
増
額
で
、

老
人
保
健
拠
出
金
及
び
保
険
給
付

費
等
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
検
診
事
業
等
を
中
心

に
被
保
険
者
の
健
康
管
理
及
び
健

康
の
認
識
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
老
人
保
健
医
療
事
業

　

予
算
総
額
は
、
十
五
億
二
千
二

百
二
十
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
五

千
七
百
七
十
万
円
（
三
・
九
％
）

の
増
額
で
す
。
町
の
老
人
保
健
医

療
受
給
者
加
入
率
は
、前
年
比
二
・

七
％
の
伸
び
を
見
て
お
り
、
医
療

費
は
年
々
増
加
の
傾
向
と
な
っ
て

い
ま
す

■
介
護
保
険
事
業

　

予
算
総
額
は
、
八
億
九
千
五
百

万
円
で
前
年
度
に
比
べ
一
億
九
千

三
百
万
円
（
二
十
七
・
五
％
）
の

増
額
で
、
第
二
期
事
業
計
画
期
間

（
平
成
十
五
〜
十
九
年
度
）に
お
い

て
費
用
推
計
し
た
中
で
高
齢
者
、

要
介
護
（
支
援
）
認
定
者
、
介
護

給
付
費
の
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業

　

予
算
総
額
は
、
一
億
一
千
万
円

で
、
中
野
島
地
区
、
東
谷
地
区
、

塚
山
地
区
、
仲
島
地
区
の
四
地
区

を
特
別
会
計
で
計
上
し
ま
し
た
。

　

予
算
の
要
な
も
の
は
、
こ
れ
ら

の
維
持
管
理
費
と
公
債
費
等
で
す
。

効
果
の
向
上
を
目
指
し
て
の
取
り

組
み
を
支
援
い
た
し
ま
す
。
す
で

に
導
入
の
終
了
い
た
し
ま
し
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
よ
り
高
い
活
用

を
す
す
め
、
情
報
化
に
対
応
で
き

る
力
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

全
教
育
活
動
を
通
じ
て
「
学
力
向

上
」
へ
の
取
り
組
み
が
推
進
す
る

よ
う
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
開
始
か
ら
三
年
を
経
過
い

た
し
ま
し
た
「
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

環
境
の
整
備
と
内
容
の
充
実
を
図

り
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
い
た
し

ま
す
。

各
種
事
業
で
町
民
の
教
育
の
向
上
、

健
康
の
増
進
を
図
る

　

次
に
、
社
会
教
育
の
分
野
で
は
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励
、

特
に
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
、「
わ
ん
ぱ

く
教
室
」
の
充
実
や
家
庭
教
育
の

活
性
化
を
図
り
、
よ
り
望
ま
し
い

規
範
意
識
と
倫
理
観
の
高
揚
が
図

ら
れ
ま
す
よ
う
援
助
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
町
民
が
学

ん
で
お
り
ま
す
「
高
齢
者
教
室
」

も
、
３
０
年
の
年
輪
を
刻
み
各
位

の
生
き
が
い
の
一
つ
と
し
て
定
着

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
内

容
等
を
吟
味
し
工
夫
を
加
え
な
が

ら
継
続
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て

ま
い
り
ま
す
。
時
代
の
要
請
で
も

あ
り
ま
す
「
男
女
共
同
参
画
」

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
」関
連
に
つ

き
ま
し
て
も
、
新
し
い
視
点
を

も
っ
て
着
手
で
き
る
よ
う
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

各
施
策
・
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
議
員
各
位
や
町
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
積
極
的
に
お
聞
き
し

「
住
ん
で
み
た
い
町
･
住
ん
で
良

か
っ
た
町
」
と
、
心
か
ら
実
感
で

き
る
町
づ
く
り
に
努
力
を
傾
注
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

特　

別　

会　

計

８億９,４００万円国 保 会 計
１５億２,２２０万円老 人 保 健 会 計
８億９,５００万円介 護 保 険 会 計
１億１,０００万円農 排 事 業 会 計
４億８,８４９万円ガ ス 事 業 会 計
１億８,９０４万円水 道 事 業 会 計
７億２,７７０万円下水道事業会計
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事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
災
害
発

生
の
危
険
度
が
高
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
大
河
川
に
比
べ
中
小
河
川
の

整
備
が
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
須
川
、

焼
田
川
の
河
川
改
修
を
継
続
し
て

進
め
、
国
土
の
保
全
と
民
生
の
安

定
を
図
る
た
め
積
極
的
に
事
業
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
飯
塚
橋
の
架
替
に
つ
き

ま
し
て
も
、
渋
海
川
の
河
川
改
修

の
合
併
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

安
全
な
道
路
環
境
を
確
保
す
る

　

道
路
施
設
の
維
持
補
修
に
つ
き

ま
し
て
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
に
よ
り
危
険
箇
所
の
早
期
発

見
、
早
期
補
修
に
よ
り
事
故
の
未

然
防
止
に
努
め
、
ま
た
、
道
路
の

除
草
は
、
委
託
等
に
よ
り
効
率
よ

く
行
い
、
快
適
で
安
全
な
道
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

冬
期
道
路
交
通
に
つ
き
ま
し
て

は
、
借
上
車
を
含
め
十
台
の
機
械

除
雪
と
消
雪
施
設
を
併
用
し
な
が

ら
生
活
道
路
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
凍
結
防
止
剤
散
布
車
を
活
用

し
、
凍
結
事
故
多
発
地
点
に
お
け

る
事
故
防
止
に
努
め
、
安
全
で
円

滑
な
冬
期
道
路
環
境
を
確
保
し
ま

す
。
ま
た
、
歩
道
用
除
雪
車
を
一

台
増
強
し
、
通
学
路
等
歩
行
者
空

間
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

都
市
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

社
会
資
本
の
計
画
的
か
つ
着
実
な

整
備
を
進
め
る

　

建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
と
安
全
で
快
適

な
生
活
を
実
現
す
る
に
は
、
社
会

資
本
の
計
画
的
か
つ
着
実
な
整
備

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
町
道
新
設
改
良
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
町
村
道
補

助
事
業
の
採
択
見
直
し
に
よ
り
補

助
に
よ
る
事
業
推
進
は
困
難
な
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
道
路
は
、

日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
最
も
基

本
的
な
生
活
基
盤
施
設
で
あ
り
ま

す
。
町
の
政
策
道
路
で
あ
る
町
道

２
０
０
号
線
の
改
良
工
事
が
十
五

年
度
完
工
す
る
の
を
は
じ
め
、
地

域
の
生
活
に
密
着
し
た
道
路
と
し

て
真
に
必
要
な
も
の
を
効
果
的
、

計
画
的
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

町
内
外
の
各
地
域
と
の
連
携
・

交
流
の
促
進
に
寄
与
す
る
国
県
道

の
改
築
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

塚
野
山
地
内
国
道
４
０
４
号
バ
イ

パ
ス
、
浦
地
内
国
道
３
５
１
号
改

築
工
事
、
築
後
五
十
年
以
上
が
経

過
し
、
老
朽
化
が
著
し
い
塚
山
橋

の
架
替
工
事
、
信
濃
川
左
岸
バ
イ

パ
ス
及
び
渋
海
川
左
岸
バ
イ
パ
ス

（
仮
称
）等
の
事
業
化
の
実
現
に
向

け
、
積
極
的
に
国
・
県
に
要
請
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
河
川
改
修

支
援
を
行
い
農
地
の
保
全
と
地
球

温
暖
化
防
止
や
洪
水
防
止
な
ど
農

業
が
も
た
ら
す
多
面
的
機
能
の
維

持
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
生
産
基
盤
整
備
で
は
、
東

谷
・
塚
野
山
地
区
農
免
道
路
の
早

期
完
了
を
目
指
す
と
と
も
に
、
ほ

場
や
基
幹
農
業
用
排
水
路
の
整
備

が
完
了
し
た
地
区
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
施
設
を
管
理
す
る
土
地

改
良
区
な
ど
に
支
援
を
行
い
、
農

地
の
集
団
化
を
通
じ
地
域
農
業
の

振
興
を
促
進
い
た
し
ま
す
。
農
業

を
と
り
ま
く
情
勢
が
大
変
厳
し
い

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
食
料
の
安

定
供
給
の
確
保
、
農
業
の
持
続
的

発
展
や
農
村
振
興
な
ど
を
基
本
理

念
と
し
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
」
に
基
づ
い
て
、
関
係
者
、

関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
各
種
事

業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
っ
て
以
来
、
三
十
年
以
上
が
経

過
す
る
中
で
、
幾
度
と
な
く
政
策

の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
改
革
大
綱
で
は
、
需
給
調
整

を
は
じ
め
、
流
通
制
度
、
経
営
・

構
造
政
策
に
及
ぶ
抜
本
的
な
改
革

案
が
示
さ
れ
、
消
費
者
・
市
場
重

視
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
「
売
れ

る
米
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
と
し
、
産
地
づ
く
り
推
進
交

付
金
や
担
い
手
経
営
安
定
対
策
、

過
剰
米
短
期
融
資
制
度
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
新
政
策
が
十
六
年
度
か

ら
始
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
五
年
度
は
、
こ
の
新
し
い
政

策
へ
の
準
備
期
間
と
し
て
位
置
づ

け
、
生
産
調
整
の
確
実
な
達
成
に

向
け
て
、
農
家
組
合
や
農
業
団
体
、

関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
を
図
り
、

農
家
、
生
産
者
の
皆
様
に
ご
理
解

を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。
継

続
事
業
で
は
、
水
田
に
お
け
る
大

豆
、
麦
、
飼
料
用
作
物
な
ど
の
本

作
化
を
さ
ら
に
推
進
し
、
ブ
ロ
ッ

ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
団
地

化
を
形
成
し
、
生
産
組
織
の
強
化

や
認
定
農
業
者
な
ど
の
確
保
と
育

成
に
努
め
、
農
業
経
営
の
改
善
を

支
援
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
全
町

で
取
り
組
ん
で
い
る
産
地
形
成
の

た
め
の
健
康
な
土
づ
く
り
や
安
心

安
全
の
環
境
保
全
型
土
づ
く
り
な

ど
と
と
も
に
四
年
目
と
な
る
中
山

間
地
域
へ
の
直
接
支
払
い
制
度
の

持
、
意
識
高
揚
と
保
健
サ
ー
ビ
ス

の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
目
指
し
、

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
な
が
ら

老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
指
導
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
及
び
シ
ル

バ
ー
人
材
派
遣
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
保
全
活
動
の
推
進

　

環
境
衛
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、

人
類
が
初
め
て「
地
球
が
危
な
い
」

と
警
告
し
て
三
十
年
が
経
過
し
、

こ
の
間
、
地
球
環
境
は
一
段
と
悪

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。「
緑
の

星
」
を
次
の
世
代
に
渡
す
責
任
が

現
世
代
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

中
で
、
地
球
に
や
さ
し
い
循
環
型

社
会
づ
く
り
の
た
め
の
「
ご
み
半

減
戦
略
実
践
事
業
」
を
継
続
し
、

環
境
保
全
活
動
の
推
進
と
啓
発
活

動
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み
の
減
量
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

電
動
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助

事
業
を
進
め
減
量
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

新
政
策
で
「
売
れ
る
米
づ
く
り
」

の
実
現
を
目
指
す

　

農
林
関
連
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
米
づ
く
り
の
本
来
あ
る
べ
き

姿
の
実
現
を
目
指
し
た
「
米
政
策

改
革
大
綱
」
が
昨
年
十
二
月
に
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
生
産
調
整
が
始

益々激しくなる産地間競争に向けて
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の
方
法
は
、
あ
ら
か
じ
め
投
票
用

紙
に
候
補
者
全
員
の
氏
名
が
印
刷

し
て
あ
り
ま
す
。
記
載
台
に
用
意

し
て
あ
る
○
印
の
ゴ
ム
印
を
使
っ

て
、
自
分
の
投
票
し
よ
う
と
す
る

候
補
者
名
の
上
欄
に
、
○
印
の
ゴ

ム
印
を
押
す
方
式
で
す
。
○
印
で

な
い
も
の
を
書
い
た
り
、
鉛
筆
や

ペ
ン
な
ど
で
○
を
書
い
た
も
の
は

全
て
無
効
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
投
票
は
す
べ
て
無

効
に
な
り
ま
す
。

新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

告
示
日　

４
月
４
日
�

　

投
票
日　

４
月　

日
�

１３

★
投
票
で
き
る
人

　

昭
和　

年
４
月　

日
以
前
に
生

５８

１４

ま
れ
た
人
で
、
平
成　

年
１
月
３

１５

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
越
路
町
に

住
所
を
有
し
、
越
路
町
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

（
越
路
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
て
、
平
成　

年
１
月
４

１５

日
以
降
に
新
潟
県
内
の
他
市
町
村

へ
転
出
し
た
人
に
つ
い
て
は
転
出

先
の
市
町
村
長
の
発
行
す
る
証
明

書
を
持
参
し
て
越
路
町
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
平

成　

年
１
月
４
日
以
降
に
新
潟
県

１５
内
の
他
市
町
村
か
ら
越
路
町
に
転

入
し
、
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る

人
に
つ
い
て
は
、
越
路
町
長
の
発

行
す
る
証
明
書
を
持
参
し
て
前
住

所
地
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。）

越
路
町
長
選
挙

　

告
示
日　

４
月　

日
�

２２

　

投
票
日　

４
月　

日
�

２７

★
投
票
で
き
る
人

　

昭
和　

年
４
月　

日
以
前
に
生

５８

２８

ま
れ
た
人
で
、
平
成　

年
１
月　

１５

２１

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
越
路
町
に

住
所
を
有
し
、
越
路
町
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

★
投
票
の
方
法

　

投
票
は
記
号
式
投
票
で
す
。
こ

票
所
名
が
今
回
か
ら
越
路
町
体
育

セ
ン
タ
ー
と
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
４
月
１
日
か
ら
越
路
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
名
称
が
変

わ
っ
た
た
め
で
す
。
投
票
所
の
場

所
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

選
挙
の
お
問
い
合
わ
せ
は
選
挙
管

理
委
員
会　

@　

―
５
９
０
１

９２

【
場
所
】　

越
路
町
役
場
選
挙
事
務

室
（
２
階
２
０
２
号
室
）

【
持
参
す
る
も
の
】　

入
場
券
↓
入

場
券
が
な
い
場
合
は
、
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
な
ど
）

※
第
３
投
票
区
（
浦
・
神
谷
）
の

有
権
者
の
皆
様
へ

　

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投

投
票
時
間

　

新
潟
県
議
会
議
員
選
挙
及
び
越

路
町
長
選
挙
と
も
投
票
で
き
る
時

間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で
で
す
。
時
間
に
遅
れ
な
い
よ

う
余
裕
を
も
っ
て
早
め
に
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
第
２
投
票
所
（
仲
島
）

第　

投
票
所
（
菅
沼
）
は
、
午
後

１２
４
時
で
締
切
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

越
路
町
長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
の
お
知
ら
せ

【
日
時
】　

平
成　

年
４
月　

日
�

１５

１４

午
前　

時
１０

【
場
所
】　

越
路
町
役
場
３
階
３
０

４
号
室

不
在
者
投
票
は
お
早
め
に

　

投
票
日
に
都
合
に
よ
り
投
票
所

で
投
票
が
で
き
な
い
人
は
、
告
示

日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

【
期
間
】

▼
県
議
会
議
員
選
挙

　

４
月
４
日
�
か
ら
４
月　

日
�

１２

ま
で
土
曜
日
、
日
曜
日
も
午
後
８

時
ま
で
で
き
ま
す
。

▼
町
長
選
挙

　

４
月　

日
�
か
ら
４
月　

日
�

２２

２６

ま
で
土
曜
日
も
午
後
８
時
ま
で
で

き
ま
す
。

【
時
間
】　

午
前
８
時　

分
か
ら
午

３０

後
８
時
ま
で

会　　　　場対象地区開催時間期　　　日
岩野集落開発センター岩野・仲島午後７時３０分水５月７日
釜ヶ島集会所釜ヶ島午後７時３０分木　　８日
浦区事務所浦午後７時３０分金　　９日
神谷集落開発センター神谷午後７時３０分月　　１２日
篠花集会所中島・篠花午後７時３０分火　　１３日
飯島集会所飯島午後７時３０分水　　１４日
西野区事務所西野午後７時３０分木　　１５日
中沢集落開発センター中沢午後７時３０分金　　１６日
児童交流会館白山・本条午後７時３０分土　　１７日
元町区事務所元町午前１０時

日　　１８日 中央町内会館中央午後２時
前田町内会館前田午後６時
朝日転作研修センター朝日午後７時３０分月　　１９日
沢下条集落開発センター沢下条午後７時３０分火　　２０日
中島集会所中島午後７時３０分水　　２１日
勤労者会館十楽寺午後７時３０分木　　２２日
飯塚区事務所飯塚午後７時３０分金　　２３日
婦人研修センター岩田午前１０時

日　　２５日 不動沢構造改善センター不動沢午後２時
東谷集落センター東谷午後６時
西谷集会所西谷午後７時３０分月　　２６日
塚野山集落開発センター塚野山午後７時３０分火　　２７日
小坂集落センター小坂・菅沼午後７時３０分水　　２８日
福祉センター町内全域午後７時３０分木　　２９日

◎
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
導
入
説
明
会
開
催
日
程

※
対
象
地
区
以
外
の
会
場
へ
参
加
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

４月１３日�は新潟県議会議員一般選挙の投票日です。４月２７日�
は越路町長選挙の投票日です。これからの４年間の県政・町政を
託す人を選ぶ大切な選挙です。棄権することなく投票しましょう。

統一地方選挙
のお知らせ

例
１

例
２

例
３

例
４

例
５
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平成15年度予算

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
越
路
町
国
民
健
康
保
険
事
業
運

営
基
金
の
設
置
管
理
等
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
越
路
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
越
路
町
教
育
長
の
給
与
及
び
勤

務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
越
路
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
越
路
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・
越
路
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
越
路
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
越
路
町
幼
児
の
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
越
路
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
越
路
町
ガ
ス
供
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
越
路
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
教
育
基
本
法
改
正
問
題
に
つ
き

慎
重
な
対
応
を
求
め
る
陳
情
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
清
次

・
地
方
交
付
税
削
減
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関　
　

清

・
小
子
化
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
貞
夫

・
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

・
通
学
路
と
通
学
距
離
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井　

湛

・
高
齢
者
に
対
す
る
施
設
整
備
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
佐
文
也

・
市
町
村
合
併
に
関
わ
る
町
づ
く

り
の
具
体
的
政
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
井
敏
雄

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用

増
進
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
義
春

・
長
岡
市
合
併
を
確
実
に

　

本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
条
例
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
越
路
町
都
市
計
画
法
施
行
条
例

・
国
民
年
金
印
紙
購
買
基
金
の
設

置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る

■
ガ
ス
事
業

　

天
然
ガ
ス
の
利
便
性
と
環
境
に

与
え
る
負
荷
が
小
さ
い
ク
リ
ー
ン

な
性
質
か
ら
快
適
な
社
会
生
活
を

支
え
る
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
利
用
の
拡
大
、
定
着
が
進
ん
で

お
り
、
本
年
度
も
安
全
性
の
確
保

と
安
定
供
給
を
第
一
に
、
サ
ー
ビ

ス
向
上
と
健
全
経
営
を
図
り
ま
す
。

■
水
道
事
業

　

下
水
道
の
着
実
な
普
及
と
水
需

要
安
定
化
傾
向
の
中
、
安
全
で
安

定
し
た
給
水
を
第
一
に
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
確
保
を
目
指
し
、
本
年
度

も
本
支
管
の
改
良
移
設
及
び
維
持

管
理
に
努
め
、
有
収
水
量
の
向
上

に
努
力
し
健
全
経
営
を
図
り
ま
す
。

■
下
水
道
事
業

　

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
公

共
用
水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
整

備
を
進
め
維
持
管
理
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
一
層
の
財
政

健
全
化
を
図
る
た
め
に
、
維
持
管

理
費
等
の
節
減
及
び
不
明
水
対
策

に
努
め
ま
す
。

　

本
会
議
に
お
い
て
、
次
の
一
般

質
問
が
あ
り
、
町
長
ほ
か
関
係
の

長
に
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。（
質
問

者
の
氏
名
・
質
問
事
項
の
み
。
敬

称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
一
夫

・
行
政
改
革
推
進
の
成
果
を
問
う

条　

例　

関　

係

陳　
　
　
　

情

一　

般　

質　

問

３月９日、日曜日に本会議開催

月額利用料３,０００円で２６チャンネル見ることができます。（町文字放送含む）

　

平
成　

年
度
中
に
町
内
全
域
を

１５

対
象
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整

備
事
業
を
行
な
い
ま
す
。

■
テ
レ
ビ
放
送
が
２
０
１
１
年

（
平
成　

年
）ま
で
に
現
在
の
ア
ナ

２３

ロ
グ
放
送
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

変
わ
り
、
今
の
方
法
で
は
テ
レ
ビ

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
難
視
聴
地
域
（
塚
山
・

岩
塚
地
区
）
で
共
同
ア
ン
テ
ナ
を

利
用
さ
れ
て
い
る
地
域
も
設
備
の

変
更
が
必
要
で
す
。

※
現
在
、
使
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
で

見
る
に
は
高
性
能
の
ア
ン
テ
ナ
へ

の
取
替
え
、
テ
レ
ビ
毎
に
専
用
の

チ
ュ
ー
ナ
ー
の
取
付
け
及
び
チ
ャ

ン
ネ
ル
変
更
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
町
で
行
な
っ
て
い
る
情
報
無
線

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
こ
れ
に

替
わ
る
情
報
連
絡
サ
ー
ビ
ス
（
テ

レ
ビ
文
字
放
送
）
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

■
町
内
全
域
に
高
速
・
超
高
速
の

ケ
ー
ブ
ル
を
巡
ら
す
こ
と
に
よ
り
、

地
理
的
要
因
に
よ
る
情
報
格
差
解

消
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
全
戸
か
ら
加
入
を
し

て
い
た
だ
き
た
く
、
説
明
会
を
行

な
い
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

　

後
日
、
説
明
会
の
ご
案
内
と
資

料
を
あ
わ
せ
て
町
内
各
戸
に
配
布

い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

企
画
振
興
課
�　

―
５
９
０
２

９２

�
エ
ヌ
・
シ
ィ
・
テ
ィ

　
　
　
　
　

�　

―
０
９
０
９

３３

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
導
入
説
明
会
開
催
案
内
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介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

た
平
成　

年
４
月
か
ら
現
在
ま
で
、

１２

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
て

改
善
や
謝
意
を
求
め
ら
れ
た
件
数

は
８
件
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
介

護
の
対
応
、
職
員
の
態
度
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
時
間
の
遅
れ
、
外
傷
な

ど
で
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
こ
れ

ら
の
相
談
は
ご
く
僅
か
で
、
潜
在

的
な
相
談
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談

苦
情
は
、
ま
ず
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
た
事
業
者
と
話
し
合
い
に
よ
り

解
決
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す

が
、
解
決
が
期
待
で
き
な
い
よ
う

な
場
合
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を

作
成
し
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

調
整
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
対
応
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
者
（
役
場
）
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

に
十
分
配
慮
し
、
利
用
者
、
家
族

の
立
場
に
立
っ
て
対
応
に
努
め
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

�　

―
５
９
０
６

９２

　

町
民
課
民
税
係

　

�　

―
５
９
０
７

９２

�
特
別
徴
収
の
方
で
年
度
途
中
で

所
得
段
階
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

・
所
得
段
階
が
上
が
っ
た
場
合（
本

人
が
非
課
税
か
ら
本
人
課
税
等
）

は
普
通
徴
収
と
併
用
に
な
り
ま
す
。

（
年
金
か
ら
も
天
引
き
）

・
所
得
段
階
が
下
が
っ
た
場
合（
本

人
課
税
か
ら
本
人
非
課
税
等
）
は

特
別
徴
収
が
中
止
に
な
り
普
通
徴

収
に
な
り
ま
す
。

�
そ
の
他

　

毎
年
月
末
ま
で
に
、
そ
の
月
に

　

歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
に
「
被
保

６５険
者
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

�
平
成　

年
度
中
に　

歳
に
な
ら

１４

６５

れ
た
方

　

現
在
普
通
徴
収（
個
人
で
納
付
）

で
す
が
、
平
成　

年　

月
分
か
ら

１５

１０

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
な

り
ま
す

※
た
だ
し
、
平
成　

年
４
月
１
日

１５

現
在
に
お
い
て
年
金
保
険
者
（
社

会
保
険
庁
等
）
の
台
帳
に　

歳
以

６５

上
の
年
金
受
給
者
と
し
て
氏
名
が

載
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り

ま
す
。

�
平
成　

年
４
月
以
降
に　

歳
を

１５

６５

迎
え
ら
れ
る
方

　

保
険
料
の
納
付
義
務
が
発
生
し

ま
す
が
、
所
得
段
階
の
確
定
状
況

等
に
よ
り
平
成　

年
８
月
分
か
ら

１５

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
平
成　
１６

年
９
月
ま
で
普
通
徴
収
で
す
。

※
例
え
ば
、
平
成　

年
６
月
に　

１５

６５

歳
に
な
ら
れ
る
方
は
、
平
成　

年
１５

６
月
分
か
ら
平
成　

年
３
月
分
ま

１６

で
の
保
険
料
を
、
８
月
以
降
毎
月

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
資
格
喪
失
（
死
亡
・
転
出
等
）

の
場
合

　

資
格
喪
失
日
以
降
に
精
算
と
な

り
ま
す
。

★特別徴収の方へは「特別徴収開始通知書（仮
徴収）」を３月下旬に送付済です。

★普通徴収の方へは「納付通知書（暫定）」
を４月中旬に送付いたします。

注
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と　
　
　
　
　
　

�

�

�

�

�
�
�

�
�
�

介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
苦

情
窓
口
の
お
知
ら
せ　

�

�

�

�

�
�
�

�
�
�

平成１４年度末時点での基準年額保険料額を平成１５年度の納期（１２期）で割った額を暫定期間に納付してい
ただきます。（暫定４月～７月・本算定８月～３月）

　暫定納付額　３４,０００円÷１２期×４期≒１１,３００円
　期別納付額　１１,３００円÷４期≒２,８００円
　端数調整　　１１,３００円－（２,８００円×４期）＝１００円　※１００円は４月分にプラス

●具体例
　第３段階の方（平成１４年度基準年額 ３４,０００円）　

◆普通徴収の方の場合（口座振替や納付書で納めていた方）

平成１５年平成１４年度

暫定額計７月６月５月４月４月～３月

１１,３００円２,８００円２,８００円２,８００円２,９００円３４,０００円

平成１５年度年額保険料　　４１,０００円
暫定納付額　　　１１,３００円
本算定納付額　　４１,０００円－１１,３００円＝２９,７００円
８月以降納付額　２９,７００円÷８期≒３,７００円
端数調整額　　　２９,７００円－（３,７００円×８期）＝１００円　※１００円は８月分にプラス

８月納付期以降（平成１５年度基準年額 ４１,０００円）

平成１６年平成１５年

合計本算定計３月２月１月１２月１１月１０月９月８月

４１,０００円２９,７００円３,７００円３,７００円３,７００円３,７００円３,７００円３,７００円３,７００円３,８００円
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��
介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

平成１５年度から高齢者の方の介護保険料が変わります。
　

介
護
保
険
は
、　

歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
が
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必

４０

要
に
な
っ
た
と
き
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
し
く
み
で
す
。
介
護
保

険
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
保
険
料
が
適
当
か
ど
う
か
な
ど
、
３
年
毎
に
介

護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
平
成　

年
１５

度
か
ら
の
保
険
料
も
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

越
路
町
に
お
け
る　

歳
以
上
の
方
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
（
平

６５

成　

年
度
）
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
３
年
間
に
提
供
さ
れ
る
在
宅
・
施
設

１５

１７

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
量
の
見
通
し
に
基
づ
い
て
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

全
体
で
ど
の
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
か
を
予
測
し
、
そ
の
う
ち
の
約　

％
１８

に
あ
た
る
金
額
を　

歳
以
上
の
方
の
人
数
で
割
っ
た
額
を
基
準
額
と
し
て
決

６５

定
し
ま
し
た
。

◎越路町基準月額　　 ３,４１７円
　（平成１２～１４年度　２,８３６円）

◎介護給付に要する費用の見込み
　平成１２～１４年度給付実績見込み　２０億６千万円

　平成１５～１７年度給付費見込み　　２７億円

増　　　　　　　　割

本人が住民税を納めている方
本人住民税
非課税の方

軽　　　　　減
　
世帯住民税非課税の方

割増しの保険料を支払う方基準額を支払う方軽減される方
第５段階第４段階第３段階第２段階第１段階

本人が住民税課税で合計
所得金額２００万円以上

本人が住民税課税で合計
所得金額２００万円未満

本人が住民税非課税
世帯全員が
住民税非課税

生活保護の受給者
老齢福祉年金受給者
（住民税世帯非課税）

基準額×１.５基準額×１.２５基準額基準額×０.７５基準額×０.５
６１,５００円５１,２００円４１,０００円３０,７００円２０,５００円

所得に応じた保険料の年額（平成１５～１７年度）

保険料の納め方
　保険料の納め方には、年金からの天引き（特別徴収）と、口座振替または納付書による納付（普通徴収）
があります。

　４．６．８月の各期の保険料は、平成１５年２月分と同額を各期に設定します。
　１０．１２．２月の各期の保険料は、年額保険料から４．６．８月の納付額を差し引いた額を各期に設定します。
　老齢福祉年金、障害年金、遺族年金、老齢・退職年金が年額１８万円未満の方は天引きされません。

４月～８月納付額　　５,６００円×３期＝１６,８００円
１０月以降納付額　　４１,０００円－１６,８００円＝２４,２００円　　２４,２００円÷３期≒８,０００円
　　　　　　　　　２４,２００円－（８,０００円×３期）＝２００円　　※２００円は１０月分にプラス

●具体例
　第３段階の方（平成１５年２月の保険料は５,６００円）※全員この額とは限りません

◆特別徴収の方の場合（平成１４年度受給年金から天引きされていた方）

平成１６年平成１５年

年額２月１２月１０月８月６月４月

４１,０００円８,０００円８,０００円８,２００円５,６００円５,６００円５,６００円
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注）１．風力の期待可採量は１,５００ｋＷ級風車で風車間隔８Ｄ×２Ｄと
した場合の値である。（Ｄは風車直径）

２．熱利用による（　）内の数値は１kWh＝３.６MJとして電力利用
を換算した値である。

３．原油換算には原油の発熱量１�＝３８.２MJ、電力の発熱量１kWh
＝９MJとした。

４．［　］は熱利用を優先し、電力利用としては合計に加えない。

越路町の新エネルギー賦存量推計一覧
期待可採量

エネルギー源 割　合
（％）

原油換算
（�／年）

電力利用
（MWh／年）

熱利用
（GJ／年）

１５.９６５８６,９８０（２５,１３０）太陽光発電

９.８４０５－１５,４７０太陽熱利用

５.０２０８２,２１０（７,９６０）風力発電

１６.５６８１［２,０７０］２６,０００農業廃棄物バ
イ
オ
マ
ス

２.６１０５［３１９］４,０２２森林バイオマス

１９.１７８６［２,３８９］３０,０２２小　　計

１４.２５８８［１,７８０］２２,４５０廃棄物熱利用（ごみ燃焼）

２２.６９３５［９,９２２］３５,７２０温度差エネルギー

１３.３５４９－２０,９７０雪氷熱利用

０.０００.００２（０.００６）中小水力

１００４,１２９９,１９０１５７,７２２合　　計

新エネルギー賦存割合

太陽光 
15.9％ 

太陽熱 
9.8％ 

風　力 
5.0％ 

農業廃棄物 
16.5％ 

森林バイオマス 
2.6％ 

廃棄物熱利用 
14.2％ 

温度差 
エネルギー 
22.6％ 

雪氷熱利用 
13.3％ 

中小水力発電 
0.0％ 

新エネルギー導入のコンセプト

『人と自然にやさしい田園都市　こしじ』まちづくりのテーマ
� ��������

地球環境問題
解決への貢献

新エネルギーの活用

・自然と共生する美しく快適なまち
・健康安心で人にもっとやさしいまち
・ふれあいと郷土愛に満ちたまち
・活力と創造性あふれる産業のまち
・町民と行政が協働して創るまち

導 入 目 標
� ����

コンセプト
� ����

　町自前のエネルギーである新エネルギーを十分活用し、「環境にやさしい資源循環型の
まちづくり」の実践を通じて地球環境問題とエネルギー問題の解決を地域から貢献する
とともに町のさらなる活性化へつなげる。

現在において成熟した技術を持つ新エネルギーを優先的に導入

公共施設等へ積極的に導入し、新エネルギーの普及促進へ貢献

当町における特徴を生かした導入

※新エネルギー導入プロジェクト計画については、ビジョン概要版をご覧ください。

　新エネルギーの導入により町のさらなる活性化につなげるためには、本ビジョンに掲げた個別プロジェクト
のような計画を町が率先して実施するばかりでなく、住民・企業・行政が一丸となって行動することが重要で
す。また、新エネルギーの導入や省エネルギーを推進し、その効果を上げるには時間がかかります。したがっ
て、新エネルギー・省エネルギーの活用・推進に関するまちぐるみの活動を息長く継続的に実践していくこと
が必要です。

新エネルギーの活用の推進に向けて
� ������������������

■問い合わせ　企画振興課企画係　�92-5902
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づ
き
な
が
ら
、
町
民
・
事
業
者
・

行
政
が
役
割
分
担
し
、
町
と
し
て

は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
率
先
的
導
入

や
広
報
・
啓
発
活
動
を
積
極
的
に

推
進
し
、
加
え
て
、
町
民
・
事
業

者
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
町
ぐ

る
み
の
行
動
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
「
越
路
町
地
域
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
が
、
各
世
帯
に
は
ビ

ジ
ョ
ン
の
「
概
要
版
」
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
最
上
位
計
画
で

あ
る
第
四
次
越
路
町
総
合
計
画
に

お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ

を
「
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
田
園

都
市　

こ
し
じ
」
と
し
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
考
え
方
と
し
て
、

当
町
の
シ
ン
ボ
ル
「
蛍
」
が
生
息

で
き
る
よ
う
な
環
境
へ
の
負
荷
が

少
な
い
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

を
め
ざ
し
、
様
々
な
実
践
活
動
を

は
じ
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
を

受
け
、
町
が
目
指
す
べ
き
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
方
策
等
を
示
す
「
越

路
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
経
済
産
業

省
を
通
じ
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

技
術
総
合
開
発
機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

か
ら
補
助
を
受
け
、
昨
年
８
月
か

ら
学
識
経
験
者
を
中
心
に
、
住
民

代
表
者
、
地
場
産
業
関
係
者
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
関
係
者
、
国
・
県

関
係
者
な
ど
二
十
名
で
構
成
す
る

策
定
委
員
会
で
検
討
し
て
き
た
も

の
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

マイクロ風車と太陽電池ハイブリッド街路灯

越
路
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
構
想
を
示
す

「
越
路
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

電力
MWh／年

都市ガス
千�／年

LPG
ｔ／年

Ｃ重油
�／年

Ａ重油
�／年

軽油
�／年

灯油
�／年

ガソリン
�／年

部　門

４１,３４２２０８３,５５４３,４８２４,０１３４１１４９３製造業産
業
部
門

１０,３３５－－１１１３,８２９２,２０４１,５６２－その他産業

５１,６７７２０８３,５５４３,５９３７,８４３２,２４５１,７１１３小　計

１８,６６３２,３９６－－－－２,０３７－家庭用
民
生
部
門

１６,９０６
（２,３０３）

８１９
（１８１）

－
－

７１
－

５１０
－

５
－

８１
－

－
－

業務用
（公共施設）

３５,５６９３,２１５－７１５１０５２,１１８－小　計

８
－

－
－

－
－

－
－

－
－

５,８９１
（２６）

－
－

６,９９２
（１３）

運輸部門
（公共施設）

８７,２５４３,４２３３,５５４３,６６４８,３５２８,１４１３,８２９６,９９５合　計

合計電力都市ガスLPG重油軽油灯油ガソリン部　門

１４,１０３４,８３７１２２２,９１４６,０９５３０１０３２製造業産
業
部
門

６,７９５１,２０９－－２,９１９１,５８９１,０７７－その他産業

２０,８９７６,０４６１２２２,９１４９,０１４１,６１９１,１８０２小　計

４,９９３２,１８４１,４０４－－－１,４０６－家庭用
民
生
部
門

２,９５７
（３７５）

１,９７８
（２６９）

４８０
（１０６）

－
－

４３９
－

４
－

５６
－

－
－

業務用
（公共施設）

７,９５０４,１６２１,８８４－４３９４１,４６２－小　計

８,７４４
（２７）

１
－

－
－

－
－

－
－

４,２４７
（１８）

－
－

４,４９６
（８）

運輸部門
（公共施設）

３７,５９１１０,２０９２,００６２,９１４９,４５３５,８７０２,６４２４,４９８合　計

注）１．数値の単位未満は、原則として四捨五入したため、合計値とその内訳数の合計とは必ずしも
一致しない場合があります。

　　２．（　）内は、「公共施設」または「公用車」を示す。
　　３．自家用運輸（マイカー等）は運輸部門に含まれます。

越路町における部門別エネルギー需要量（固有単位）

越路町における部門別二酸化炭素排出量　　　単位：ｔ-Ｃ／年



広報こしじ　平成１５年４月号13

　国民年金には、日本に住む２０歳以上６０歳未満のすべての人が加入します。加入の仕
方は３種類、サラリーマンも、学生もみんな国民年金の加入者です。

◎加入の種類は次のとおりです。

大切な国民年金の加入手続き大切な国民年金の加入手続き
届出忘れ

ていませ
んか？

手続き先種別の変更こんなとき

市町村窓口第１号２０歳になったとき（第２号・３号被保険者を除く）

市町村窓口第２号→第１号６０歳前に会社等を退職し、自営業者等になったとき

市町村窓口第３号→第１号第３号被保険者のパート等の年収が１３０万円以上になったときや離婚したとき

市町村窓口第２号、第３号→第１号第３号被保険者の配偶者が会社等を退職したとき

市町村窓口第１号海外に住んでいた人が帰国したとき（第２号・３号被保険者を除く）

勤務先（※）第１号→第２号学生や自営業者等が会社や役所に就職したとき

配偶者の勤務先第３号健康保険の被扶養配偶者が２０歳になったとき

配偶者の勤務先第１号→第３号婚姻によって健康保険の被扶養配偶者になったとき

配偶者の勤務先第１号→第３号配偶者の就職などで健康保険の被扶養配偶者になったとき

配偶者の勤務先第１号→第３号パート等の年収が１３０万円未満になり健康保険の被扶養配偶者になったとき

配偶者の勤務先第２号→第３号会社や役所を退職し、健康保険の被扶養配偶者になったとき

配偶者の勤務先第３号→第３号第３号被保険者の配偶者が転職をしたとき

※　原則的に厚生年金等の加入による第１号被保険者の資格喪失届は不要です。ただし、国民健康保険に加入し
ている人は、被保険者証を返還していただく必要がありますので、市町村窓口へ届出をしてください。

� ��������������

退職者医療制度が変わります退職者医療制度が変わります
　退職者医療制度は、会社を退職された方の医療費負担

を軽減する制度ですが、平成１５年４月１日から健保組合

や共済などの健康保険の自己負担割合が３割に統一され

ることに伴い、退職者医療制度での自己負担の割合も本

人、被扶養者ともに３割に統一されることになりました。

　就職・結婚・離婚など、人生の節目には、国民年金の加入の種別が変わることがあります。そんな時には、
そのつど届出が必要になります。あなたのために大切なことですので、忘れずにお届けください。

●国民年金・退職者医療に関する問い合わせ
町民課国保年金係　@92－5905（内線132）

�

◎こんなとき、あなたの手続き先は…　※加入の種別によって手続き先が違いますのでご注意ください。

第１号被保険者 第2号被保険者 第3号被保険者

２０歳以上６０歳未満の農林漁業や自
営業などの人とその配偶者および
学生

会社勤めや公務員で厚生年金また
は共済組合に加入している人

第２号被保険者に扶養されている
２０歳以上６０歳未満の配偶者（年収
が１３０万円未満の配偶者）

手続きは市町村役場で行います。
保険料は、納付書か口座振替によ
り納めます。※保険料を納められ
ない場合は、免除制度があります。

手続きおよび保険料の納付は本人
の代わりに事業主が行います。

手続きは配偶者の勤め先の事業主
を経由して行います。保険料は配
偶者が加入している被用者年金制
度から負担してくれます。

今までは
　
退職被保険者（本人）
　外来　２割
　入院　２割

被扶養者
　外来　３割
　入院　２割
　
７０歳になったら
　　　１割
（一定以上所得者は２割）

４月１日からは…
　
本人、被扶養者
　外来　３割
　入院　３割
　
７０歳になったら
　　　１割
（一定以上所得者は２割）
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みんなで考えよう市町村合併！
市町村合併情報　Vol.１７

第
三
回

　
　

任
意
合
併
協
議
会

　

今
月
は
、
第
三
回
任
意
協
議
会

の
主
な
報
告
事
項
、
議
題
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
」

の
第
三
回
会
合
が
三
月
十
三
日
、

長
岡
市
の
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
三
件
の
報
告
事
項

の
後
、
い
よ
い
よ
合
併
協
議
の
本

題
と
な
る
「
合
併
に
関
す
る
基
本

的
な
事
項
」、「
各
種
事
務
事
業
の

取
扱
い
」
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

特
に
、合
併
の
基
本
と
な
る「
合

併
の
方
式
」
や
「
新
市
の
名
称
」

に
つ
い
て
は
各
委
員
か
ら
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
報
告
事
項

〇
第
一
回
新
市
将
来
構
想
策
定
小

委
員
会
に
つ
い
て

　

三
月
十
一
日
�
、
長
岡
市
役
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
市
町
村
か
ら
二
名
の
委
員
と

学
識
経
験
者
一
名
の
計
十
七
名
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

越
路
町
か
ら
は
石
黒
議
員
と
熊

倉
助
役
が
委
員
と
し
て
出
席
。

　

小
委
員
会
の
委
員
長
に
は
学
識

経
験
者
の
豊
口
長
岡
造
形
大
学
学

長
が
、
副
委
員
長
に
は
長
岡
市
の

二
澤
助
役
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

新
市
将
来
構
想
は
住
民
の
考
え

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
の
手
法

を
取
り
入
れ
て
策
定
し
ま
す
。

�　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
事

前
調
査
）　

調
査
員
が
直
接

二
百
四
十
人
の
対
象
者
を
訪

問
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

�　

地
域
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
本

調
査
）　

無
作
為
抽
出
に
よ

る
７
千
人
を
対
象
に
、
郵
送

に
よ
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

�　

有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ン

ケ
ー
ト

�　

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ　

市
町
村
推
薦
、
一
般
公

募
の
五
十
二
人
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
り
新
市
の
「
実
現
す
べ

き
将
来
像
」
を
話
合
い
ま
す
。

主
な
議
題

�　

生
活
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

（
案
）
現
行
ど
お
り
、
合
併
後
も
存

続
す
る
。

�　

雪
対
策
（
道
路
除
雪
・
消
雪

パ
イ
プ
）
に
つ
い
て

道
路
除
雪
の
基
準
等

（
案
）
現
行
ど
お
り
、
合
併
後
も
存

続
す
る
。

消
雪
パ
イ
プ
に
係
る
施
策
の
相
違

（
案
）制
度
や
取
組
み
経
過
を
整
理

し
、
合
併
後
調
整
す
る
。

�　

遠
距
離
通
学
児
童
・
生
徒
の

通
学
費
助
成
に
つ
い
て

（
案
）
合
併
後
も
、
当
分
の
間
現
行

ど
お
り
と
す
る
。

�　

就
学
援
助
・
奨
励
費
補
助
事

業
に
つ
い
て

（
案
）
合
併
時
に
、
長
岡
市
の
制
度

に
統
一
す
る
。

	　

消
防
団
に
つ
い
て

（
案
）
合
併
後
に
統
一
す
る
。

調
整
方
針
案
で
す
。

�　

国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
に

つ
い
て

（
案
）
合
併
後
に
、
ほ
ぼ
平
均
的
保

険
料
額
の
水
準
に
統
一
す
る
。

�　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

（
案
）
経
過
措
置
後
に
、
一
元
化
の

方
向
で
調
整
す
る
。

�　

病
院
・
診
療
所
に
つ
い
て

（
案
）
現
行
ど
お
り
、
合
併
後
も
存

続
す
る
。

�　

福
祉
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

（
案
）
合
併
時
に
、
長
岡
市
の
制
度

に
統
一
す
る
。


　

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
に
つ

い
て

（
案
）合
併
時
に
小
国
町
の
制
度
に

統
一
す
る
。

�　

保
育
料
（
認
可
保
育
所
保
育

料
）
に
つ
い
て

（
案
）
経
過
措
置
後
に
、
一
元
化
の

方
向
で
調
整
す
る
。

�　

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

（
案
）
合
併
後
に
、
長
岡
市
の
制
度

に
統
一
す
る
。

　

中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付
金

（
普
通
貸
付
）
に
つ
い
て

（
案
）
合
併
時
に
、
長
岡
市
の
制
度

に
統
一
す
る
こ
と
と
し
、
融
資

条
件
を
調
整
す
る
。

�　

土
地
改
良
事
業
補
助
金
（
市

町
村
単
独
事
業
）
に
つ
い
て

（
案
）
合
併
時
に
、
新
制
度
に
再
編

す
る
。

〇
「
合
併
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項
」
に
つ
い
て

�
「
合
併
の
方
式
」

　

新
設
合
併
か
編
入
合
併
か
で
い

ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
ま
し
た
が
、

将
来
構
想
や
地
域
自
治
を
検
討
し

た
後
に
改
め
て
審
議
し
ま
す
。

�
「
合
併
の
期
日
」

　

合
併
特
例
法
の
期
限
内
で
あ
る

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
合
併
を
目
途
と
す
る
。

�
「
新
市
の
名
称
」

　
「
長
岡
市
」「
古
志
長
岡
市
」「
中

越
市
」「
越
路
市
」
等
の
案
が
出
ま

し
た
が
、
継
続
審
議
と
す
る
。

�
「
新
市
の
事
務
所
の
位
置
」

　

地
理
的
中
心
と
な
る
長
岡
市
内

の
ど
こ
か
と
す
る
。

〇
「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
」

に
つ
い
て

　

各
種
事
務
事
業
二
十
一
項
目
中
、

次
の
十
四
項
目
に
つ
い
て
、
各
分

科
会
長
か
ら
調
整
方
針
案
の
説
明

を
受
け
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
委
員
の
意
見
や
全
体

の
財
政
試
算
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
必
要
に
応
じ
て
再
調
整
し
、
再

度
協
議
会
で
協
議
し
ま
す
。

　

以
下
、
事
務
事
業
の
項
目
名
と

ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

総
務
課
合
併
準
備
係

　
　
　
　

�
九
二
―
五
九
〇
一

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〇日時　４月１１日�
　　　　　午前１０時～
〇会場　長岡グランドホテル

※傍聴は先着順で５０名程度
　　　受付は午前９時３０分～

次回の任意合併協議会は

ど
れ
が
一
番

い
い
か
の
ぉ
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日
、
３
月　

日
（
す
べ
て
水
曜
日
）

２４

時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

　
（
内
容
に
よ
っ
て
変
更
あ
り
）

内
容

　

介
護
者
同
士
の
交
流
会
、
情
報

交
換
、
施
設
見
学
な
ど

参
加
費　

１
０
０
円
（
お
茶
代
）

対
象

　

在
宅
で
痴
呆
の
お
年
寄
り
の
介

護
を
し
て
い
る
方
、
痴
呆
の
お
年

寄
り
の
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

期
日

　

５
月　

日
、
７
月　

日
、
９
月

２８

２３

　

日
、　

月　

日
、　

年
１
月　

２４

１１

２７

１６

２８

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操

・
お
父
さ
ん
の
妊
婦
疑
似
体
験

　
《
２
回
目
》　

５
月　

日
�

２７

・
妊
娠
中
の
食
事
に
つ
い
て

・
町
の
母
子
保
健
事
業
の
紹
介

・
沐
浴
練
習
…
赤
ち
ゃ
ん
（
お
人

形
）
を
お
風
呂
に
入
れ
て
み
ま

し
ょ
う
。

開
催
時
間

　

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

開
催
日
及
び
内
容

　
《
１
回
目
》　

４
月　

日
�

２５

・
妊
娠
中
の
食
事
に
つ
い
て

チ
ェ
ッ
ク
表
で
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

・
座
談
会
で
気
に
な
る
こ
と
、
あ

れ
こ
れ
み
ん
な
で
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
し
ま
し
ょ
う
。

・
赤
ち
ゃ
ん
（
お
人
形
）
を
抱
っ

こ
し
た
り
お
む
つ
を
替
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

ひ
ま
わ
り
会
の
ご
案
内

夜
間
の
パ
パ
マ
マ
く
ら
ぶ
開
催

　

町
で
は
、
痴
呆
の
お
年
寄
り
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家
族
の
つ
ど
い
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
最
近
、よ
く
食
べ
た
こ
と
を
忘
れ
、ご
飯
を
欲
し
が
る
の
で
困
っ

て
ま
す
」な
ど
介
護
者
同
士
で
日
頃
の
思
い
を
語
り
合
う
こ
と
は
、介
護
を
続

け
る
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

４
、
５
月
は
日
中
お
勤
め
を
さ
れ
て
い
る
妊
婦
さ
ん
や
、
ご
家
族
の
皆
さ

ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
夜
間
に
母
親
学
級（
パ
パ
マ
マ
く
ら
ぶ
）

を
開
催
し
ま
す
。
１
コ
ー
ス
２
回
で
す
。
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具
を
お
持
ち

に
な
り
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
痴
呆
性
老
人
介
護
者
の
つ
ど
い
）

　あすなろ会は、心の病気を持ちながら地域で生活している
方の集まりです。
　月１回集まって日頃の悩みを話し合ったり、料理を作って
一緒に食事をしたり、少人数で気楽な集まりです。家に閉じ
こもらず、外に出て仲間をつくりませんか。一歩外に出るこ
とは勇気のいることですが、一度参加してみませんか。
時　間　午前９時３０分～午後２時
参加費　調理実習のみ材料費２００円～３００円

　子宮がん・乳がん検診をつぎの
通り行いますので、申込みをされ
た方は忘れずに受診しましょう。
　対象地区以外の会場で受診され
� ��������������
る方は、保健センターまで連絡を
� ���������������
お願いします。
� ������
対象者　３０歳以上の女性
　（平成１６年３月３１日現在で３０歳になる方）
料　金　子宮頚がん検診料７００円、
乳がん検診料３００円（ただし、７０歳
以上の方は無料です）
受付・問診　午前８：３０より
（診察は９時開始です）

子宮がん・乳がん検診のご案内

あすなろ会のご案内
平成１5年度

（精神障害者回復者のつどい）

会　場内　　容期　日
福祉センター調理実習４月１７日�

バス遠足５月２９日�
福祉センター野菜植付け６月１８日�

海へ行こう７月３１日�
福祉センター調理８月２１日�
保健センターボランティア活動９月１８日�

施設見学１０月２３日�
福祉センター調理実習１１月２０日�
福祉センタークリスマス会１２月１８日�
福祉センター新年会１月１５日�
福祉センター調理実習２月１９日�
福祉センターひなまつり３月１１日�

期日・内容及び会場

受付時間対象地区会　場期　日

午前８時３０分
～午前１０時

（診察
 午前９時～）

岩野・仲島・釜ヶ島・篠花・飯島

保健センター

４月７日�
神谷・西野　　８日�
泉島・中沢・中島・白山３丁目雇用促進住宅　　１０日�
浦　　１４日�
元町・前田・本条　　１６日�
中央・朝日・白山４～６丁目　　１８日�
白山１～２丁目　　２１日�
塚野山・千谷沢塚野山集落センター　　２３日�
西谷・東谷塚山コミュニティセンター　　３０日�
不動沢・岩田・飯塚岩田婦人研修センター５月１日�
沢下条・中島・十楽寺・飯塚勤労者会館　　２日�
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◆
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
体
の
不
調

や
心
の
病
気
に
つ
い
て
の
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な
場
合
は

専
門
機
関
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

電
話
相
談
は
随
時
、
来
所
相
談

は
あ
ら
か
じ
め
お
電
話
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時

：
毎
月
第
３
月
曜
日
（
月
曜
日
が

祝
日
の
時
は
火
曜
日
）

　

午
後
１
時
か
ら
４
時

内
容

：
生
活
習
慣
病
予
防
に
関
す
る
こ

と
、
寝
た
き
り
・
痴
呆
予
防
に
関

す
る
こ
と
、
子
供
の
発
育
発
達
、

子
育
て
に
関
す
る
事
、
栄
養
・
食

事
に
関
す
る
事
等
に
保
健
師
・
栄

養
士
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す

◆
総
合
健
康
相
談

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
体
と
心

の
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
分
の
こ
と
、
ご
家
族
の
こ

と
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

来
所
で
き
な
い
方
は
、
電
話
相
談

に
応
じ
ま
す
。
来
所
さ
れ
る
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
電
話
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

精
神
保
健
福
祉
手
帳
所
有
者
か

精
神
障
害
に
よ
る
障
害
年
金
受
給

者
で
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
方

等サ
ー
ビ
ス
内
容

　

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
家
事
援
助
、

身
体
介
護
、
相
談
助
言
等

◆
精
神
障
害
者
地
域
生
活
援
助
事

業
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

　

精
神
障
害
者
が
、
地
域
の
共
同

住
居
で
食
事
の
世
話
等
の
援
助
を

受
け
な
が
ら
、
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。

　

な
お
、
従
来
ど
お
り
医
療
機
関

で
の
代
行
も
可
能
で
す
の
で
、
病

院
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

通
院
医
療
費
公
費
負
担
の
申
請

も
同
じ
く
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
な

り
ま
す
が
、
医
療
機
関
で
の
代
行

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
病
院

窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

越
路
町
で
は
、
次
の
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
精
神
障
害
者
居
宅
介
護
事
業

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
）

対
象
者

◆
精
神
保
健
福
祉
手
帳
と
通
院
公

費
負
担
の
申
請

　

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
を

行
い
た
い
方
は
、
申
請
書
（
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
病
院
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
書
類
を
添
え
て
保
健

セ
ン
タ
ー
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
再
発
行
、
氏
名
及
び
住

所
の
変
更
の
届
け
出
も
同
様
に
保

健
セ
ン
タ
ー
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

更
新
の
場
合
は
、
更
新
の
時
期

に
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
案
内
を
差

し
上
げ
ま
す
。

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

精
神
障
害
者
の
方
の
手
帳
申
請
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　
　
　

お
知
ら
せ

　幼児医療費助成は幼児の医療費（通院・入院）の一部を町が
保護者に助成する制度です。
助成対象期間の拡大（改正）の内容
　（平成１５年４月１日より施行されます。）

申請手続き
・対象者は印鑑、保険証を持参し、保健センターで申請手続きをしてください。
・今回の拡大（改正）にともない、対象者となる方にはすでに申請手続きの案
内を差し上げて手続きをしていただいています。

・改正前の対象者には誕生日前に申請手続きの案内を差し上げます。案内書が
届きましたら、保健センターで申請手続きをしてください。

幼児医療費の助成対象期間が

　　　　（改正）されます

改 正 前改　　正　　後区　分

満１歳児～満３歳児満１歳に達した日の属する月の翌月から
満５歳に達した日の属する月の末日まで通　院

満１歳児～満４歳児満１歳に達した日の属する月の翌月から
就学前３月末日まで入　院

お問い合わせ
お申し込みは
町保健センターへ
�92－5011

拡大拡大
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日
常
生
活
で
、
ご
み
の
出
な
い
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

私
た
ち
の
身
近
な
暮
ら
し
を
振

り
返
り
、「
ご
み
を
出
さ
な
い
、
出

た
ご
み
は
で
き
る
だ
け
資
源
と
し

て
使
う
、
ど
う
し
て
も
使
え
な
い

ご
み
は
き
ち
ん
と
処
分
す
る
。」を

普
段
か
ら
心
が
け
『
緑
の
生
活
者

（
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
）』

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

生
活
環
境
係

　

�　

―
５
９
０
５

９２

・
木
屑
・
枝
等
は
、長
さ　

セ
ン
チ
・

５０

直
径　

セ
ン
チ
以
内
に
切
っ
て
持

１０

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
等
に
入
れ
な
い

で
、
ひ
も
で
縛
る
か
、
透
明
又
は

半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

・
町
民
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
身

分
証
明
書
（
免
許
証
等
）
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

・
事
前
に
事
業
所
へ
連
絡
し
、
持

ち
込
み
は
午
後
４
時
半
ま
で
に
し

て
く
だ
さ
い
。

接
、
次
の
処
分
場
へ
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

鳥
越
事
業
所
（
燃
や
す
ご
み
、
燃

や
さ
な
い
ご
み
、
粗
大
ご
み
）

三
島
町
大
字
鳥
越
２
８
１
８

�　

―
１
１
０
０

４７
▼
受
付
日
時　

月
曜
〜
土
曜
（
休

日
を
除
く
）
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
４
時　

分
ま
で

３０

▼
注
意
事
項

・
ご
み
は
分
別
を
よ
く
し
て
、
２

ト
ン
車
以
下
の
車
で
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

分
け
方
や
出
し
方
を
確
認
し
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
頂
く

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ご
み
出
し
の
日
時
を
守
り
ま

し
ょ
う

●
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
完
全
に
使
い

き
り
、
穴
を
空
け
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
換
気
と
火
気
に
十
分

注
意
し
て
穴
を
空
け
て
く
だ
さ

い
）

●
び
ん
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま

す
。
中
身
を
使
い
切
っ
て
軽
く
す

す
い
で
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ビ
ー
ル
び
ん
、
一
升
び
ん
な
ど

の
「
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
容
器
」
は
、

で
き
る
だ
け
酒
屋
等
の
販
売
店
に

お
返
し
く
だ
さ
い
。
洗
浄
さ
れ
、

再
び
中
身
を
入
れ
て
使
用
で
き
る

の
で
、
ご
み
の
減
量
に
な
り
ま
す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
取
り
組
む

店
舗
が
増
え
て
い
ま
す
。
牛
乳

パ
ッ
ク
、
食
品
ト
レ
ー
は
買
い
物

の
際
に
持
ち
込
む
な
ど
、
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

●
引
越
し
な
ど
で
一
度
に
多
量
の

ご
み
が
出
た
と
き
は
、
自
分
で
直

次
の
世
代
に
住
み
よ
い
環
境
を

　

引
き
継
ぐ
た
め
に
…
…

　
　

み
な
さ
ん
一
人
一
人
の

　
　
　

協
力
が
必
要
で
す
。

　

快
適
な
生
活
を
し
て
い
く
う
え

で
必
ず
出
て
く
る
ご
み
。
大
量
生

産
と
使
い
捨
て
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
、
私
た
ち
の
「
モ
ノ
」
に
対

す
る
意
識
を
す
っ
か
り
変
え
て
し

ま
い
、
そ
れ
と
と
も
に
ご
み
の
量

も
急
激
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
地
球
環
境
を
考
え
た
と

き
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
す
。
家

庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご

み
も
正
し
い
分
別
と
出
し
方
に
よ

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
も
の
も

増
え
、
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
中
に
は
ガ
ラ
ス

の
破
片
や
釘
、
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど

が
入
っ
て
お
り
、
ご
み
処
理
業
者

は
思
わ
ぬ
ケ
ガ
や
事
故
の
危
険
に

い
つ
も
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

み
が
処
理
業
者
へ
円
滑
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
で
き
る
よ
う
、
も
う
一
度

長岡地区衛生処理組合 
鳥越事業所 
　　　TEL47-1100

公園 
倉庫 

長
岡
Ｊ
Ｃ
Ｔ 

至新潟 

至与板 

文 

至
長
岡
市
街 

長岡ニュータウン 

国営越後丘陵公園 

国道
8号
 

北陸
自動
車道
 

至深沢 

国
道
40
4号
 

渋
海
川
 

朝日酒造ñ 

越路町役場 

もみじ園 

来迎寺駅 

関
越
自
動
車
道 

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を
！

春
先
は
、
引
越
し
な
ど
で
大
量
の
ご
み
が
出
る
時
期
で
す
。

ゴ
ミ
を
出
す
と
き
の
マ
ナ
ー
を
き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う
。
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町
で
は
、
４
月

１
日
よ
り
「
越
路

町
環
境
美
化
推
進

条
例
」
を
施
行
し
、

毎
年
４
月
を
『
春

の
環
境
美
化
運
動

期
間
』
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。
こ

の
期
間
中
、
雪
消

え
後
の
道
路
や
公

園
な
ど
に
あ
る
空
缶
や
ゴ
ミ
を
一

掃
す
る
た
め
の
美
化
活
動
を
推
進

し
、
環
境
美
化
の
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
期
間
を
中

心
に
各
地
域
で
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

な
ど
の
活
動
に
皆
様
か
ら
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
５
日
�
に
町
内
事

業
所
・
団
体
・
町
職
員
等
の
協
力

に
よ
り
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施

し
ま
す
。

■
運
動
期
間

　

４
月
１
日
〜　

日（
１
ヶ
月
間
）

３０

■
お
願
い

　

町
内
会
長
等
を
通
じ
、
ク
リ
ー

ン
作
戦
の
参
加
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　

こ
し
じ
ほ
た
る
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
実
行
委
員
会
事
務
局
（
町
民
課

生
活
環
境
係
）

�　
　

―
５
９
０
５

９２

（
内
線
１
３
１
・
１
３
３
）

美しく潤いのあるまちを目指して

環境美化運動実施中です�

　

生
後　

日
を
過
ぎ
た
犬
は
毎
年
狂
犬
病
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
法
律
で

９１

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録
は
平
成
７
年
度
か
ら
一
生
に
１
回
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
現
在
、
登
録
し
て
い
る
犬
で
あ
れ
ば
毎
年
登
録
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
集
合
注
射
で
の
「
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
」
は
越
路
町
以

外
で
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

さ
れ
ま
す
の
で
事
故
等
の
無
い

よ
う
充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

�
犬
の
登
録
さ
れ
た
市
町
村
以

外
で
は
、
予
防
接
種
（
集
合

注
射
）
を
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

�
新
規
登
録
の
方
は
、
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

�
糞
便
の
始
末
が
で
き
る
よ
う
、

ち
り
紙
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

�
犬
が
逃
げ
な
い
よ
う
、
首
輪

は
き
つ
く
締
め
、
必
ず
犬
を

制
御
で
き
る
人
が
つ
れ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

�
犬
の
体
調
が
悪
い
と
思
わ
れ

る
と
き
は
、
事
前
に
獣
医
師

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

�
犬
が
死
亡
し
た
り
、
他
人
に

譲
渡
し
た
と
き
は
役
場
に
必

ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日
時
と
会
場

　

４
月　

日
�

１６

◆
塚
野
山
集
落
セ
ン
タ
ー

　

午
前
９
時　

分
か
ら　

時

４５

１０

◆
岩
田
婦
人
研
修
セ
ン
タ
ー

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１０

４５

◆
十
楽
寺
勤
労
者
会
館

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１１

１５

１１

３０

◆
石
津
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

　

午
後
１
時　

分
〜
１
時　

分

１５

３０

◆
神
谷
集
落
セ
ン
タ
ー

　

午
後
２
時
〜
２
時　

分
１５

◆
越
路
町
役
場
駐
車
場
（
※
）

　

午
後
２
時　

分
〜
３
時　

分

４５

３０

※
昨
年
ま
で
は
役
場
旧
庁
舎
跡

地
に
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

本
年
度
よ
り
役
場
駐
車
場
に
変

更
と
な
り
ま
し
た
。
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
料
金

　

予
防
注
射
の
み
（
登
録
済
）

　

３
、１
０
０
円

　

新
規
登
録

　

６
、１
０
０
円

◎
な
お
、
各
会
場
は
、
は
じ
め

に
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想

犬の登録・狂犬病予防接種（集合注射）を行います。犬の登録・狂犬病予防接種（集合注射）を行います。

だ
さ
い
。

■
鑑
札
、
飼
い
犬
の
標
識

　

登
録
時
に
交
付
さ
れ
る
鑑
札
は
、

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
と
と
も
に
、

必
ず
犬
の
首
輪
に
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
ら
は
、
犬
の
迷
子
札
と

し
て
の
役
目
も
果
た
し
ま
す
。

　

飼
い
犬
の
標
識（
丸
犬
マ
ー
ク
）

は
、
玄
関
や
門
柱
な
ど
の
出
入
口

の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
く

だ
さ
い
。

■
死
亡
届
・
変
更
届

　

登
録
を
受
け
た
犬
が
死
亡
し
て

し
ま
っ
た
と
き
や
、犬
の
所
在
地
・

所
有
者
の
住
所
な
ど
の
変
更
、
所

有
者
を
変
更
し
た
場
合
の
届
出
が

法
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
犬
の
登
録
が
生
涯
１
回
に

な
っ
た
今
、
犬
が
飼
わ
れ
て
い
る

状
況
を
的
確
に
つ
か
む
た
め
、
飼

い
主
の
方
は
、
こ
れ
ら
の
届
出
を

必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
犬
が
飼
え
な
く
な
っ
た
時
は

　

役
場
町
民
課
生
活
環
境
係
に
、

ご
相
談
を
。

　

■
問
い
合
わ
せ

　
　

町
民
課
生
活
環
境
係

　
　

�　

―
５
９
０
５

９２

　
　
（
内
線
１
３
１
・
１
３
３
）

■
飼
い
犬
の
登
録

　

生
後　

日
を
経
過
し
た
犬
は
、

９１

生
涯
に
１
回
の
登
録
が
必
要
で
す
。

飼
い
始
め
て
か
ら　

日
以
内
に
登

３０

録
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
１

回
接
種
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
町
で
は
、

毎
年
４
月
に
定
期
集
合
注
射
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

飼飼
いい
犬犬
のの
登登
録録
にに
つつ
いい
てて

　狂犬病ウイルスによって、ヒトを含めたすべての温血動物が
感染します。発症した動物に咬まれることによって感染します。
ウイルスは傷口近くの神経を伝わって脳へ侵入し、興奮･麻痺･
けいれん等の症状を起こします。また、この病気は発症してか
らでは有効な治療方法がなく、ほぼ１００％死亡してしまうたいへ
ん恐ろしい感染症です。我が国では近年狂犬病の発生はありま
せんが、ワクチン接種による狂犬病の予防は大変重要です。

狂犬病とは？
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行政相談
期日　　４月２１日�
時間　　午前９時～正午
場所　　越路町役場

心配ごと相談
期日　　４月１日、８日、１５日、２２日、３０日

（毎週火曜日、３０日のみ水曜日）
時間　　午後１時３０分～午後４時
場所　　福祉センター

国民年金相談
期日　　４月１５日�
時間　　午前９時～午後４時
場所　　越路町役場

長岡広域圏ガイド

今月の町内巡回バス（雪ボタル号）運休日
４月５日�、６日�、１２日�、１３日�、１９日�、２０日�、２６日�、２７日�、２９日�

　心温まる、善意の寄付金をいただき、心から感
謝申し上げます。
○２月２２日　長永寺ほのぼの子供会様　１０,０００円
（「子育て支援センターこしじ」への指定寄付とし
て絵本を購入し寄贈します）
○３月３日 来迎寺前田 小野塚敏則様 ４００,０００円
　（うち３０万円は「こしじの里」へ指定寄付）
○３月１１日　岩田　長谷川高樹様　　　５０,０００円
○３月１２日　越路ほたるグラウンド・ゴルフ会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２,７００円

善意をありがとうございます

■
実
施
期
間

　

４
月
４
日
�
〜
４
月　

日
�

１１

■
運
動
の
重
点

・
子
ど
も
、
特
に
新
入
学
児
、
新

入
園
児
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育

の
徹
底

・
保
護
者
等
の
安
全
教
育
意
識
の

高
揚

・
通
学
・
通
園
路
の
安
全
確
保

■
運
転
者
は

・
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
等
の

近
く
を
通
る
時
や
子
ど
も
を
見
か

け
た
と
き
は
、
そ
の
動
き
に
十
分

注
意
し
、
徐
行
す
る
な
ど
安
全
と

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
子
ど
も
を
車
に
同
乗
さ
せ
る
と

き
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
や
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

■
家
庭
で
は

・
子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
路
、
通

園
路
な
ど
を
歩
き
、
安
全
な
歩
き

方
、
正
し
い
横
断
、
信
号
機
の
意

味
と
見
方
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
く
教
え
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
が
外
出
す
る
と
き
は
、

行
先
を
確
認
し
、
一
声
か
け
て
注

意
を
う
な
が
し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
末
の
全
国
的
な
無
登
録
農

薬
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
ま
た
、

■
特
定
農
薬
に
つ
い
て

　

特
定
農
薬
と
は
、
原
材
料
に
照

ら
し
、
農
作
物
等
、
人
畜
及
び
水

産
動
植
物
に
害
を
お
よ
ぼ
す
お
そ

れ
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

で
、
農
林
水
産
大
臣
及
び
環
境
大

臣
が
指
定
す
る
農
薬
で
す
。
２
０

０
３
年
３
月
現
在
�
食
酢
�
重
曹

今
後
こ
の
よ
う
な
問
題
を
未
然
に

防
止
す
る
観
点
か
ら
農
薬
取
締
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成　

年
１５

３
月　

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

１０

■
今
回
の
改
正
の
目
的

�
無
登
録
農
薬
が
輸
入
さ
れ
な
い

よ
う
水
際
で
の
監
視
を
強
化

�
無
登
録
農
薬
の
使
用
を
法
的
に

禁
止

�
違
法
な
販
売
等
が
行
わ
れ
な
い

よ
う
に
罰
則
を
強
化

■
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

・
無
登
録
農
薬
の
製
造
・
輸
入
・

販
売
の
禁
止

・
無
登
録
農
薬
を
登
録
が
あ
る
も

の
と
誤
認
さ
せ
る
宣
伝
・
虚
偽
の

宣
伝
等
の
禁
止

・
無
登
録
農
薬
、
販
売
禁
止
農
薬

（
＝
使
用
禁
止
農
薬
）の
農
作
物
へ

の
使
用
禁
止

・
農
薬
使
用
時
の
農
薬
使
用
者
が

遵
守
す
べ
き
基
準
の
遵
守

　

こ
れ
ら
に
違
反
す
る
と
３
年
以

下
の
懲
役
若
し
く
は
１
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
（
販
売
に
係
る
法
人

の
違
反
の
罰
金
は
１
億
円
）
又
は

両
方
科
さ
れ
ま
す
。

■
農
薬
を
使
用
す
る
場
合

・
無
登
録
農
薬
（「
農
林
水
産
省
登

録
第
○
○
○
○
○
号
」
と
い
う
表

示
の
な
い
農
薬
）
の
使
用
禁
止

・
農
林
水
産
省
令
・
環
境
省
令
で

指
定
さ
れ
た
農
薬
（
使
用
禁
止
農

薬
）
の
使
用
の
禁
止

・
農
薬
の
使
用
基
準
の
遵
守

�
使
用
さ
れ
る
場
所
の
周
辺
で
採

取
さ
れ
た
天
敵
の
３
つ
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

詳
し
く
は
、
役
場
農
林
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�　

―
５
９
０
３

９２

○悠久山桜まつり
期　日　４月中旬～４月下旬
会　場　悠久山公園
問合せ　長岡観光・コンベンション協会
　　　　�３２－１１８７
　
○第１６回信濃川河岸段丘ウォーク
期　日　４月２９日（みどりの日）
会　場　小千谷市、十日町市、川口町、川西町、
　　　　津南町、中里村
問合せ　信濃川河岸段丘ウォーク実行委員会事務局
　　　　�８３－００７７
　
○栃堀巣守神社春季大祭
期　日　４月１９日�～２０日�
会　場　栃堀巣守神社
問合せ　栃堀区事務所　�５２－３５２１
○諏訪神社春季大祭大名行列
期　日　４月２９日（みどりの日）
　　　　午前９時３０分～午後４時
会　場　栃尾市街地を巡回
問合せ　栃尾大名行列保存会　�５２－２８０６
○しだれ桜祭り
期　日　４月下旬
会　場　栗山沢桜広場
問合せ　栃尾市観光協会　�５１－１１９５

農
薬
取
締
法
が
改
正
さ
れ

ま
し
た

長

岡

市

平
成　

年
新
入
学（
園
）児

１５

を
守
る
交
通
安
全
週
間

 

栃　

尾　

市 

 

小

千

谷

市

越路勤労者体育センター（浦）
の名称が変わりました

　雇用・能力開発機構から譲渡を受け、
越路勤労者体育センター（浦）が４月か
ら「越路町体育センター」となりました。
　健康づくりや体力づくりにお気軽にご
利用ください。
・開館時間　午前８時３０分～午後１０時
　　　　　　日曜日は午後５時まで
・休　館　日　毎週月曜日、年末年始
・問　合　せ　町教育委員会
　　　　　　�９２－５９１０

越路町体育センター

広報こしじ　平成１５年４月号 18

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（　

月　

日
、１
月
１
日
を
除
く
毎

１２

３１

日
受
付
）

■
場
所　

長
岡
市
喜
多
町

■
問
合
せ

　

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム

�
０
１
２
０
―
０
５
６
―
３
３
９

　

国
営
越
後
丘
陵
公
園
は
、
４
月

１
日
に
春
季
開
園
し
ま
す
。
春
季

開
園
に
合
せ
、
５
月
５
日
ま
で
ス

プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、
期

間
中
の
土
日
、
祝
日
に
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
間
中
の
主
な
み
ど
こ
ろ

　

雪
割
草
の
世
界
、　

万
本
の

１３

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
熱
気
球
試
乗
体

験
、
ふ
れ
あ
い
動
物
園
な
ど
。

（
詳
し
い
開
催
期
日
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

■
問
合
せ

　

越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　

�　

―
８
０
０
１

４７

事
務
局
・
長
岡
地
域
振
興
事
務
所

地
域
振
興
課

�　

―
２
５
０
７

３８

　

交
通
事
故
、
傷
害
、
詐
欺
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
犯
人

の
処
罰
を
警
察
官
や
検
察
官
に
求

め
た
け
れ
ど
、
検
察
官
は
不
起
訴

処
分
に
し
て
し
ま
っ
た
。
納
得
で

き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は

検
察
審
査
会
に
審
査
申
立
て
が
で

き
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
の

あ
る
人
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た　

人
の
検
察
審
査
員
が
不
起
訴

１１
処
分
に
誤
り
が
な
か
っ
た
か
ど
う

か
な
ど
を
審
査
し
、
審
査
の
結
果

に
よ
っ
て
は
、
不
起
訴
処
分
の
見

直
し
を
求
め
ま
す
。
不
起
訴
処
分

に
納
得
で
き
な
い
場
合
は
、
検
察

審
査
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

検
察
審
査
会
事
務
局
（
新
潟
地

方
裁
判
所
長
岡
支
部
内
）

　

�　

―
２
１
４
１

３５

　

例
年
４
月
は
、
協
力
者
の
減
少

に
よ
り
輸
血
用
血
液
が
大
変
不
足

し
ま
す
。
輸
血
を
必
要
と
す
る
患

者
さ
ん
に
血
液
を
安
定
的
に
お
届

け
す
る
た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
時
間

■
展
示
会
場

　
「
昔
ば
な
し
と
ほ
た
る
の
館
」特

設
コ
ー
ナ
ー

■
展
示
開
始
日

　

４
月
１
日
�
〜

■
観
覧
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

　
（
昔
ば
な
し
と
ほ
た
る
の
館
開

館
時
間
）

■
展
示
品

　

三
波
春
夫
に
関
す
る
資
料

■
入
館
料　

無
料

■
問
合
せ

　

役
場
企
画
振
興
課
商
工
観
光
係

　

�　

―
５
９
０
２

９２

　

越
後
交
通
�
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

合
せ
、
４
月
１
日
よ
り
町
内
巡
回

バ
ス
「
雪
ぼ
た
る
号
」
の
時
刻
が

一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

変
更
は
、
役
場
前
発
塚
山
行
き

で
、
午
後
３
時　

分
発
が
午
後
３

１０

時　

分
発
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

１５

　

詳
し
く
は
、
時
刻
表
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

役
場
企
画
振
興
課

　

�　

―
５
９
０
２

９２

　

越
路
町
で
は
こ
れ
ま
で
支
払
い

の
都
度
、
支
払
日
及
び
支
払
金
額

を
振
込
通
知
書
（
郵
送
）
で
通
知

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
諸
費
節

約
の
た
め
４
月
支
払
分
か
ら
こ
の

通
知
書
を
廃
止
し
ま
す
。

　

ご
請
求
時
等
に
支
払
日
を
連
絡

し
ま
す
の
で
ご
了
承
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

越
路
町
役
場
出
納
室

　

�　

―
５
９
０
８

９２

　

植
樹
祭
、
知
事
と
の
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
、
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
自

然
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、

赤
城
コ
マ
ラ
ン
ド
で
秘
密
基
地
づ

く
り
、
森
の
探
検
、
バ
ウ
ム
ク
ー

ヘ
ン
作
り
な
ど
を
し
て
自
由
に
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時

　

４
月　

日
（
み
ど
り
の
日
）

２９

　

午
前
９
時
受
付
開
始
、

■
場
所

　

東
山
ふ
れ
あ
い
農
業
公
園

（
長
岡
市
栖
吉
町
）

■
申
込
締
切　

４
月　

日
�

１５

■
持
ち
物

　

移
植
ゴ
テ
、
軍
手
、
長
靴
（
雨

天
の
場
合
は
雨
具
）、
昼
食
、
飲
み

物
、
お
椀
、
は
し

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

か
け
は
し
の
森
づ
く
り
実
行
委

員
会

平
日
献
血
に
ご
協
力
を

ふ
る
さ
と
と
三
波
春
夫
展

を
開
催
し
ま
す

振
込
通
知
書
の
廃
止
に
つ

い
て

　

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
お
年
寄
り
や
そ
の
家

族
の
方
々
が
抱
え
る
悩
み
ご
と
や

心
配
ご
と
の
相
談
を
無
料
で
お
受

け
し
ま
す
。

■
相
談
日
時

　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

■
相
談
電
話

０
２
５
―
２
８
５
―
４
１
６
５

■
問
合
せ

　

長
岡
労
働
基
準
監
督
署

　

�　

―
８
７
１
１

３３

雪
ぼ
た
る
号
の
時
刻
が
一

部
変
更
に
な
り
ま
す

ご
存
知
で
す
か
検
察
審
査
会

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
よ

ろ
ず
相
談

国
営
越
後
丘
陵
公
園
ス
プ

リ
ン
グ
フ
ェ
ア
の
ご
案
内

『
に
い
が
た「
緑
」の
百
年
物
語
』

S
p
r
i
n
g「
か
け
は
し
の
森
」

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

きたまち献血�
　　   ルーム�

適用の範囲最低賃金額最低賃金の名称

県内すべての事業場で働
くすべての労働者に適用。

時間額

６４１円新潟県最低賃金

最低賃金額
産業別最低賃金

時間額日額

７３９円５８９７円
電気機械器具、情報通信機械器具、
電子部品・デバイス製造業

７０４円５６２０円各種商品小売業

７３６円５８７０円
自動車（新車）、自動車部分品・
附属品小売業

ご
存
知
で
す
か

　
　

新
潟
県
の
最
低
賃
金
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こ
し
じ

　

文　
芸

俳　

句
こ
し
じ
の
里
俳
句
教
室

帰
り
た
る
園
に
賀
状
の
届
き
を
り

雛
の
日
の
近
づ
く
こ
ろ
や
孫
思
う

有
明
の
空
に
美
し
月
残
る

冬
花
火
元
気
な
自
分
を
よ
ろ
こ
び
て

正
月
の
う
れ
し
い
お
せ
ち
料
理
か
な

朝
ご
と
に
梅
の
蕾
の
ふ
く
ら
み
し

玄
関
の
雀
啄
ば
む
玉
つ
ば
き

孫
の
顔
見
る
う
れ
し
さ
よ
盆
帰
省

雪
降
る
と
老
い
は
こ
た
つ
に
も
ぐ
り
こ
む

子
供
ら
の
野
球
の
歓
声
園
の
秋

元
日
の
晴
れ
わ
た
り
た
る
幸
思
う

繭
玉
に
子
供
の
こ
ろ
を
思
い
出
す

文
化
祭
花
を
生
け
た
り
楽
し
い
な

さ
い
の
神
お
神
酒
い
た
だ
き
あ
り
が
た
や

立
春
や
日
が
長
く
な
り
う
れ
し
い
な

出
雲
崎
芭
蕉
の
句
碑
や
天
の
川

初
日
の
出
拝
ん
で
豊
か
な
る
心

花
み
ず
き
一
足
先
に
紅
葉
し
て

ぶ
骨
な
る
手
編
み
の
セ
ー
タ
ー
初
着
か
な

如
月
や
月
は
ま
だ
出
ぬ
誕
生
日

黄
昏
の
空
を
見
つ
め
て
沁
々
と
亡
き
弟
の
面
影
を
追
う

中
村
千
代
子

　
　

〃　
　

丸
山　

ム
ツ

小
林　

ハ
ル

高
田　

秋
子

　
　

〃　
　

鳥
島　

ワ
カ

中
村　

逸
治

藤
田　

竹
松

角
田　

昭
七

　
　

〃　
　

　
　

〃　
　

角
田　

ヨ
リ

　
　

〃　
　

　
　

〃　
　

内
山
マ
ル
子

酒
井　

チ
ヨ

　
　

〃　
　

　
　

〃　
　

関
谷　

キ
タ

　
　

〃　
　

小学校のお兄さんお姉さんと大きな雪だるまを作ったよ小学校のお兄さんお姉さんと大きな雪だるまを作ったよ

こままわし平均台の上でこままわし平均台の上で
まわすのはむずかしいなあまわすのはむずかしいなあ

ブロックで作ったお家ブロックで作ったお家
すてきでしょう！すてきでしょう！

パワフル教室パワフル教室
とび箱、マット…とび箱、マット…
いろいろなことをやったよ！いろいろなことをやったよ！

せーのーで！せーのーで！
じょうずにこまをまわせるよ！じょうずにこまをまわせるよ！

みんなでつくったおひなさまみんなでつくったおひなさま
じょうずでしょうじょうずでしょう
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平
成　

年
農
作
業
料
金
等
に
つ
い
て
は
、
本
会
で

１５

隣
接
市
町
村
や
他
産
業
等
の
状
況
及
び
物
価
の
変
動

や
農
産
物
価
格
等
を
考
慮
し
、
最
も
妥
当
と
思
わ
れ

る
標
準
料
金
を
左
記
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎　

ア
ー
ル
及
び　

ア
ー
ル
整
形
田
を
標
準

１０

３０

◎
こ
の
標
準
料
金
は
、
消
費
税
を
含
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

越
路
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　

越
路
町
農
政
対
策
協
議
会

平成15年　農作業料金等の標準

平
成　

年
農
作
業
料
金
等
の
標
準
決
ま
る

１５

備　　　　　　考標　　準基準作　業　名

１日８時間を標準7，500円１日一 般 作 業作
業
賃
金

6，900　１日一 般 軽 作 業

11，500　１日オペレーター

内側のみ　　　不整形地　30％増500　10�機 械 畦 ぬ り

機　
　
　
械　
　
　
作　
　
　
業　
　
　
料　
　
　
金

30アール圃場は　14,100円
不整形地　10％増
湿　　田　10％増
半　湿　田　５％増

4，700　30ａ区画

10ａ当たり
耕 起

（
含
耕
耘
機
）

ト
ラ
ク
タ
ー

6，000　10ａ
30アール圃場は　18,600円
不整形地　10％増
湿　　田　10％増
半　湿　田　５％増

6，200　30ａ区画

10ａ当たり
代 か き

7，000　10ａ

運搬料・薬剤費は別料金とする。710　１箱育 苗

機
械
田
植

30アール圃場は　16,800円
不整形地　10％増
苗の運搬料含まず

5，600　30ａ区画

10ａ当たり
植 付 の み

6，500　10ａ

30アール圃場は　19,800円
不整形地　10％増
苗の運搬料含まず

6，600　30ａ区画

10ａ当たり
側 条 施 肥

8，000　10ａ

30アール圃場は　48,000円
一方刈30％～50％増

16，000　30ａ区画

10ａ当たり
コンバイン水

稲
収
穫
作
業

20，000　10ａ
原則として集落内に限る
（農協委託は別料金とする）2，300　10ａ生 � 運 搬
カントリーエレベーターは別扱いと
する1，000　60�乾 燥

包装代含まず700　60�調 整

農地のことなら　農地銀行
　農地銀行は、町の農業委員会に設置されており、農地の効率的な利用を進める
ため、貸し借りや売買のお手伝いをしています。みなさんの「貸したい」、「借り
たい」を情報として蓄え、借り手と貸し手を結びつける活動を通じて、安心でき
る貸し借りを実現すべく取り組んでいます。
　農地銀行のスタッフは農地法などの法律はもちろん、税制や資金、助成金、農
業者年金制度などにも詳しく、農家のみなさんのご相談に適切にお応えをし、有
利に制度を活用することができます。

�
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

　

越
路
町
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

　
　

�　

―
５
９
１
１

９２

希望に沿った農地を紹介します�「貸したい、売りたい、委託したい」�
をお助けします�

農地を任せたい� 経営を大きく�
したい�

遊休農地を何とかしたい�

農地流動化台帳�
にあなたの意向�
を登録します�

農地流動化台帳�
にあなたの意向�
を登録します�

斡　旋�

登　録�

斡　旋�

登　録�

調査・確認、�
農業・非農業的活用の促進�

農地銀行
とは……
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体
育
部
門
（
団
体
）

塚
山
中
学
校
特
設
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
（
塚
中
）
新
潟
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
夏
季
大
会　

バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技　

団
体
戦
男
子　

１
位

塚
山
Ｊ
Ｂ
Ｃ　

中
学
男
子
（
塚
山

Ｊ
Ｂ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
新
潟

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大

会　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

中
学

男
子
団
体
戦　

優
勝

塚
山
Ｊ
Ｂ
Ｃ　

中
学
女
子
（
塚
山

Ｊ
Ｂ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
新
潟

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大

会　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

中
学

女
子
団
体
戦　

３
位

中
野
島
Ｊ
Ｂ
Ｃ
（
中
野
島
Ｊ
Ｂ
Ｃ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
新
潟
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大
会　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

中
学
男
子

団
体
戦　

２
位

越
路
Ｊ
Ｖ
Ｃ　

Ａ
（
小
学
生
チ
ー

ム
）
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

３
位

越
路
ク
ラ
ブ
（
一
般
）
ミ
ズ
ノ
杯

北
信
越
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優

勝
大
会　

出
場

越
路
ほ
た
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

会（
一
般
）新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会　

団
体
戦　

２
位

民
体
育
大
会　

少
年
男
子
バ
レ
ー

　

出
場

中
山
克
也
（
長
岡
工
業
高
校
）
全

国
高
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

新
潟
県
予
選
会　

団
体
戦　

２
位

米
山
拓
也
（
長
岡
工
業
高
校
）
全

国
高
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

新
潟
県
予
選
会　

団
体
戦　

２
位

杉
本
雄
太
（
長
岡
高
校
）
新
潟
県

高
校
総
合
体
育
大
会　

男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

２
位

白
井
啓
太
（
長
岡
高
校
）
全
国
高

校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
新
潟

県
予
選
会　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

２

位山
本
高
裕
（
長
岡
高
校
）
全
国
高

校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
新
潟

県
予
選
会　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

２

位吉
岡
真
太
郎
（
長
岡
向
陵
高
校
）

北
信
越
高
校
総
合
体
育
大
会
弓
道

競
技
会　

個
人
戦　

男
子
の
部　

優
勝

栗
林
沙
代
子
（
長
岡
明
徳
高
校
）

北
信
越
高
校
定
時
制
通
信
制
総
合

体
育
大
会　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

　

優
勝

阿
部
泰
孝
（
長
岡
明
徳
高
校
）
全

国
高
校
定
時
制
通
信
制
剣
道
大
会

　

出
場

永
井
又
一（
越
路
ほ
た
る
Ｇ
Ｇ
会
）

新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

優

勝

３
位

（
一
般
）

内
野
葉
子
（
越
中
教
員
）
北
信
越

国
体　

剣
道
団
体　

２
位

藤
野
友
美
（
帝
京
長
岡
高
校
）
全

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
校
女
子
選

手
権
大
会　

ベ
ス
ト　
１６

細
川
直
人
（
帝
京
長
岡
高
校
）
新

潟
県
高
校
１
、
２
年
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

優

勝毛
利
正
和
（
帝
京
長
岡
高
校
）
新

潟
県
高
校
１
、
２
年
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝

毛
利
重
幸
（
長
岡
工
業
高
校
）
全

国
高
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

新
潟
県
予
選
会　

団
体
戦　

２
位

山
本
裕
章
（
長
岡
工
業
高
校
）
全

国
高
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

新
潟
県
予
選
会　

団
体
戦　

２
位

鷲
頭
和
純
（
長
岡
工
業
高
校
）
新

潟
県
高
校
総
合
体
育
大
会　

陸
上

競
技
ヤ
リ
投　

２
位

金
子
幸
央
（
長
岡
工
業
高
校
）
新

潟
県
高
校
選
抜
陸
上
競
技
大
会　

４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

優
勝

白
井
和
樹
（
長
岡
工
業
高
校
）
全

国
高
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

新
潟
県
予
選
会　

団
体
戦　

２
位

白
井　

豊
（
長
岡
工
業
高
校
）
全

国
高
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

新
潟
県
予
選
会　

団
体
戦　

２
位

関　

圭
介
（
長
岡
工
業
高
校
）
国

大
会
新
潟
県
大
会　

男
子
新
人
の

部　

優
勝

佐
藤
新
太
郎
（
越
小
６
年
）
全
国

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
県
予
選　

６
年
生
以
下
シ
ン
グ

ル
ス　

２
位

青
柳
洋
平
（
越
小
５
年
）
新
潟
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大
会

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

小
学
生

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

３
位

内
山
光
太
郎
（
塚
小
６
年
）
新
潟

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大

会　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

２
位

大
矢
龍
馬
（
塚
小
６
年
）
全
国
小

学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
新
潟
県

大
会　

６
年
生
ダ
ブ
ル
ス　

３
位

桑
原
大
輔
（
塚
小
６
年
）
全
国
小

学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
新
潟
県

大
会　

６
年
生
ダ
ブ
ル
ス　

３
位

中
山
喜
子
（
塚
小
６
年
）
全
国
小

学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
新
潟
県

大
会　

６
年
生
シ
ン
グ
ル
ス　

優

勝馬
場
大
地
（
塚
小
６
年
）
全
国
小

学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
新
潟
県

大
会　

６
年
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

３
位

大
谷　

凌
（
塚
小
４
年
）
全
国
小

学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
新
潟
県

大
会　

４
年
生
以
下
ダ
ブ
ル
ス　

３
位

平
林　

悟
（
塚
小
３
年
）
全
国
小

学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
新
潟
県

大
会　

４
年
生
以
下
ダ
ブ
ル
ス　

優
秀
賞

塚
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
（
塚
中
）

新
潟
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　

中

学
校
Ｂ
の
部　

金
賞

塚
山
小
学
校
（
塚
小
）
Ｊ
Ａ
共
済

全
国
小
・
中
学
生
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　

団
体
賞
（
学

校
賞
）

体
育
部
門
（
個
人
）

西
澤
美
香
（
越
中
２
年
）
新
潟
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大
会

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

女
子
シ

ン
グ
ル
ス　

優
勝

大
谷　

和
（
塚
中
３
年
）
新
潟
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会　

バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技　

個
人
戦
男
子
ダ
ブ

ル
ス　

優
勝

長
谷
川
聡
（
塚
中
３
年
）
新
潟
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会　

バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技　

個
人
戦
男
子
シ
ン

グ
ル
ス　

優
勝

長
谷
川
拓
也
（
塚
中
３
年
）
新
潟

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会　

バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技　

個
人
戦
男
子
ダ

ブ
ル
ス　

優
勝

赤
井　

瑛
（
塚
中
２
年
）
新
潟
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大
会

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

３
位

大
野
達
也
（
塚
中
２
年
）
新
潟
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大
会

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

３
位

竹
内
裕
也
（
塚
中
２
年
）
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
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中
越
教
育
美
術
展　

特
選

若
林　

将
（
塚
小
３
年
）
新
潟
国

際
ジ
ュ
ニ
ア
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ　

銀

賞長
谷
川
耀
（
塚
小
２
年
）
新
潟
県

Ｊ
Ａ
共
済
小
・
中
学
生
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　

教
育
長

賞目
崎
蒼
衣
（
塚
小
２
年
）「
ぼ
く
の

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
作
文

コ
ン
ク
ー
ル　

新
潟
日
報
賞

清
水
翔
吾
（
塚
小
１
年
）
新
潟
県

硬
筆
書
き
初
め
大
会　

特
選

小
林　

頌
（
岩
小
６
年
）
県
下
生

物
標
本
展
示
会　

昆
虫
標
本
の
部

（
小
学
生
）　

金
賞

山
崎
美
咲
（
岩
小
６
年
）「
私
の
ア

イ
デ
ア
貯
金
箱
」
コ
ン
ク
ー
ル　

郵
便
局
長
賞

高
橋
良
輔
（
岩
小
５
年
）
新
潟
県

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」作
文

コ
ン
テ
ス
ト　

優
秀
賞

槇
夢
里
香
（
岩
小
４
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

金
賞

小
林
夏
葉
（
岩
小
３
年
）「
明
る
い

家
庭
づ
く
り
運
動
に
関
す
る
作

文
」　

小
学
校
中
学
年
の
部　

最

優
秀
賞

平
石
拓
未
（
岩
小
３
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

金
賞

文
化
部
門
（
団
体
）

塚
山
中
学
校
勇
進
会
（
塚
中
）
新

潟
県
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル　

中
越
教
育
美
術
展　

特
選

池
田
和
也
（
越
小
１
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

特
選

内
山　

彩
（
越
小
１
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

金
賞

内
山
直
紀
（
越
小
１
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

金
賞

木
村
陽
子
（
越
小
１
年
）
新
潟
県

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル　

特
選

滝
澤
史
帆
（
越
小
１
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

特
選

橘　

知
佳
（
越
小
１
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

特
選

番
場
智
絵
（
越
小
１
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

特
選

細
川　

葵
（
越
小
１
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

特
選

松
井
洵
弥
（
越
小
１
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

金
賞

藤
野
一
晃
（
塚
小
６
年
）
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
ク
ー

ル　

最
優
秀
賞

赤
井
か
お
り
（
塚
小
５
年
）
新
潟

県
中
越
教
育
美
術
展　

金
賞

高
橋
愛
実
（
塚
小
４
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

金
賞

馬
場
鮎
美
（
塚
小
４
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

金
賞

岩
崎
史
美
（
塚
小
３
年
）
新
潟
国

際
ジ
ュ
ニ
ア
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ　

銀

賞中
村
尚
彦
（
塚
小
３
年
）
新
潟
県

ジ
ュ
ニ
ア
展　

奨
励
賞

平
林　

悟
（
塚
小
３
年
）
新
潟
県

内
山
由
紀
（
塚
中
２
年
）「
新
潟
日

報　

青
春
の
う
た
賞
」　

短
歌　

ジ
ュ
ニ
ア
部
門　

入
賞

内
山
隆
佑
（
塚
中
２
年
）
新
大
全

国
書
初
大
会　

特
選

小
野
塚
さ
く
ら
（
越
小
６
年
）
宮

　

柊
二
記
念
館
短
歌
大
会　

堀
之

内
町
長
賞

佐
藤
広
一
（
越
小
６
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

特
選

永
井
さ
つ
き
（
越
小
６
年
）
新
潟

県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展　

奨
励
賞

農
人　

歩
（
越
小
６
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

金
賞

内
山
純
花
（
越
小
５
年
）
新
潟
県

書
き
初
め
大
会　

特
選

佐
藤
智
美
（
越
小
５
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

金
賞

鈴
木
ま
や
（
越
小
５
年
）
新
潟
県

書
き
初
め
大
会　

特
選

高
頭
み
な
か
（
越
小
５
年
）
新
潟

県
中
越
教
育
美
術
展　

金
賞

伊
藤
麻
由
（
越
小
４
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

金
賞

佐
藤
梢
恵
（
越
小
４
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

金
賞

内
山
愛
菜
（
越
小
３
年
）
新
潟
県

書
き
初
め
大
会　

書
道
教
育
研
究

会
長
賞

永
井
朝
樹
（
越
小
３
年
）
新
潟
県

中
越
教
育
美
術
展　

金
賞

樋
口
雄
貴
（
越
小
３
年
）
新
潟
県

ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展　

奨
励
賞

大
塚
知
佳
（
越
小
２
年
）
新
潟
県

文
化
部
門
（
個
人
）

丸
山
菜
美
（
越
中
３
年
）「
中
学
生

税
に
つ
い
て
の
作
文
」　

新
潟
県

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

渡
辺
ひ
ろ
子
（
越
中
２
年
）
新
潟

県
中
越
教
育
美
術
展　

特
別
賞

吉
原
和
輝
（
越
中
１
年
）
全
国
農

業
協
同
組
合
「
ご
は
ん
、
お
米
と

わ
た
し
」
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー

ル
図
画
３
部　

優
秀
賞

五
十
嵐
愛
（
塚
中
３
年
）
社
会
を

明
る
く
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル　

全
国
審
査　

優
秀
賞

清
水
麻
衣
（
塚
中
３
年
）
中
学
生

の
税
に
関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

長
岡
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
賞　

優
秀

高
橋
亜
弓
（
塚
中
３
年
）
た
す
け

あ
い
作
文
コ
ン
ク
ー
ル　

佳
作

長
谷
川
聡
（
塚
中
３
年
）
全
国
小

中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル　

県
審

査　

入
選

長
谷
川
拓
也
（
塚
中
３
年
）
新
大

全
国
書
初
大
会　

特
選

内
山
明
日
香
（
塚
中
２
年
）
国
際

理
解
・
国
際
協
力
の
中
学
生
作
文

コ
ン
テ
ス
ト　

全
国
審
査　

佳
作

　

３
月
３
日
�
役
場
に
お
い
て
、

平
成　

年
度
教
育
委
員
会
表
彰
伝

１４

達
式
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
賞
状

と
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
町
の
学
校
教
育
、
社
会
教
育

活
動
に
関
し
て
顕
著
な
成
績
を
あ

げ
ら
れ
た
方
々
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。
本
年
度
は
文
化
部
門
の
個

人
表
彰　

名
、
団
体
表
彰
３
団
体
、

５１

体
育
部
門
で
は
個
人
表
彰　

名
、

３６

団
体
表
彰
７
団
体
で
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
所
属
・

学
年
・
氏
名
の
五
十
音
順
で
敬
称

は
略
） 平

成
十
四
年
度

　

町
教
育
委
員
会
表
彰
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公民館だより 　公民館は、住民のために教育、学術及び文化に関する各種の事�
業を行い、住民の教育の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生�
活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することが目的です。�

4月の予定
◎英会話教室（Jr低学年・高学年、ビギナー、プレインターメディエイト、インターメディエイト）
　　　　　　　　　　　４月２３日�　会場：福祉センター
◎英会話教室（シニア）　４月２４日�　会場：福祉センター
◎コーラス教室　　４月２、１６日�　会場：福祉センター

44月月のの予予定定

【開校日】　４月２３日から１２月までの毎週水曜日（ジュニア低学年、高学年・ビギナー・プレインターメ
ディエイト・インターメディエイト）

　　　　　４月２４日から平成１６年３月までの毎週木曜日（シニア）
【時　間】　ジュニア低学年　午後６時３０分～７時３０分
　　　　　ジュニア高学年　午後７時３０分～８時３０分
　　　　　ビギナー　午後６時３０分～７時２０分
　　　　　プレインターメディエイト　午後７時３０分～８時２０分
　　　　　インターメディエイト　午後８時３０分～９時２０分
　　　　　シニア　午後７時３０分～９時００分
【会　場】　越路町総合福祉センター
【定　員】　各クラスとも２０名
【参加費】　ジュニアクラス　年間２,０００円
　　　　　※前期（４～７月）、もしくは後期（９～１２月）のみの場合は各１,５００円。
　　　　　　その他のクラス　年間４,０００円
　　　　　※前期（４～７月）、もしくは後期（９～１２月）のみの場合は各１,５００円。　
　　　　　　（各クラスとも参加費の他にテキスト代が必要となります。）
【講　師】　アントニー・アンヤンウさん（ジュニア）、石崎チャネルさん（ビギナー・プレインターメディ

エイト・インターメディエイト）、ポール・ヘイルさん（シニア）
【申込み】　４月１６日（水）までに電話にてお申込みください。町教育委員会社会教育係　�９２―５９１０
【その他】　ジュニアクラスは保護者の方が送迎できる方に限らせていただきます。

英会話教室２００３受講生募集é

昨年度のジュニア低学年コース

英英会会話話教教室室２２００００３３受受講講生生募募集集é

　町公民館では３月１日�、２８日�と福祉センターを会場にわんぱくフラワーアレンジメント教室を実
施いたしました。
　講師にフラワーコーディネーターの永井加奈子さんを迎え、ひなまつりにちなんだフラワーアレンジ
と、コサージュ作りに挑戦しました。教室はお母さんと一緒に参加した人も多く、みんなそれぞれ思い
思いの作品を作成しました。出来上がった作品の中には、そのセンスと発想に驚かされるものがたくさ
んありました。

わんぱくフラワーアレンジメント教室

お母さんと協力。どういうふうにする？ 完成�

わんぱくフラワーアレンジメント教室わんぱくフラワーアレンジメント教室
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越路町役場にこの春越路町役場にこの春３３人のNew Face人のNew Face

塚山保育園
（保育士）
鷲頭多恵子

　

四
月
一
日
付
で
、
町
内
小
・
中
学
校
の
教
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
異
動
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。
敬
称
略

転　 　 　 　 　 　 　 　 入転　 　 　 　 　 　 　 　 出
学
校
名 氏　　名職 名

前　　任　　校
氏　　名職 名

新　　 任　　 校

学 校 名市町村学 校 名市 町 村

森　 　 肇校 長七 名 小上 川 村小 川 健 男校 長新 町 小長 岡 市

越
路
小

布 川 妙 子教 諭栃 尾 東 小栃 尾 市林　 孝 明教 諭小 出 小小 出 町

井 口　 豊教 諭北 辰 小六 日 町瀬 藤 雄 二教 諭湯 沢 小湯 沢 町

早 川 淳 子教 諭上 条 小守 門 村根 津 容 子教 諭信 条 小中 之 島 町

牛 腸 賢 一教 諭新採用渡 邊 悦 子教 諭六 日 町 小六 日 町

松 本 高 志教 諭杉 野 沢 小妙高高原町
　

鈴木千代子教 諭桐 島 小和 島 村高 橋 明 子教 諭岩 塚 小越 路 町塚
山
小 坂 井 由 紀学校栄養職員希望が丘小長 岡 市
　

柳　 久 雄教 頭山 古 志 小山古志村古田島泰子教 頭下 川 西 小長 岡 市

岩
塚
小

由 井 理 恵教 諭出 雲 崎 小出雲崎町木 下 祐 子教 諭江 南 小新 潟 市

高橋みどり教 諭上 小 国 小小 国 町曽根志津子養護教諭越 路 中越 路 町

高 橋 明 子教 諭塚 山 小越 路 町

鎌田久美子養護教諭下 川 西 小長 岡 市
　

佐 藤 勝 治校 長六 日 町 中六 日 町猪 爪 行 雄校 長柏 崎 小柏 崎 市

越
路
中

高 橋 嘉 久教 諭出 雲 崎 中出雲崎町広 田 栄 子教 諭第 三 中柏 崎 市

竹内友季子教 諭宮 内 中長 岡 市駒 形 公 文教 諭六 日 町 中六 日 町

木 嶋 正 和教 諭宮 内 中長 岡 市橋 本 景 子教 諭宮 内 中長 岡 市

庭 田 茂 範教 諭新採用廣 瀬 宏 一教 諭出 雲 崎 中出 雲 崎 町

井 上 美 恵教 諭新採用若 松 岳 人教 諭東 北 中長 岡 市

曽根志津子養護教諭岩 塚 小越 路 町宮 澤 京 子養護教諭東 中長 岡 市

岡 埜 新 吾主 任脇 野 町 小三 島 町上 村 裕 子主 任上 林 小三 条 市
　

塩谷新一郎校 長二 見 中相 川 町宮 嶋　 茂校 長定年退職
塚
山
中

小 嶋 亜 樹教 諭塩 沢 中塩 沢 町片 桐 恵 子教 諭高 柳 中高 柳 町

小 柴　 崇教 諭新津第一中新 津 市渡 辺 勝 行教 諭新 井 中新 井 市

町
立
小
・
中
学
校　
　
　
　

　
　
　
　

教
職
員
人
事
異
動

　

こ
の
度
、
越
路
町
の
保
育
士
と

し
て
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
、
か
わ
い
い
子
ど

も
達
の
�
笑
顔
�
を
大
切
に
、
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

岩塚保育園
（保育士）
内山　知美

　

こ
の
度
、
越
路
町
の
保
育
士
と

し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
子
ど

も
達
の
限
り
な
い
可
能
性
・
想
像

性
に
ふ
れ
、
日
々
成
長
し
て
い
け

る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こしじ保育園
（保育士）
大谷　洋平

　

こ
の
度
、
越
路
町
の
保
育
士
と

し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
越
路
町
で
初
め

て
の
男
性
保
育
士
と
し
て
、
保
育

の
現
場
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

越路町交番所長
安中警部補

　

３
月　

日
付
で
、
越
路
町
交
番
所
長

２０

に
着
任
し
ま
し
た
安
中
美
空
（
あ
ん
な
か

み
そ
ら
）
で
す
。
出
身
地
は
加
茂
市
で
す

が
、　

年
前
、
田
上
町
に
居
を
構
え
、
ご

１２

当
地
に
は
単
身
赴
任
と
な
り
ま
し
た
。越

路
町
は
、
私
の
実
家
の
風
景
に
似
て
お
り

大
変
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
釣
り
や
囲
碁

が
大
好
き
な
私
で
す
が
、そ
れ
ら
を
控
え

め
に
し
て
、
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
の

た
め
微
力
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

越路町交番
田邊巡査長

　

こ
の
度
の
異
動
で
越
路
町
交
番
に
着

任
し
た
田
邊
達
勇
（
た
な
べ
た
つ
お
）

で
す
。
出
身
は
新
発
田
市
で
す
。
警
察

官
は
今
年
で　

年
目
を
迎
え
ま
す
。
過

１４

去
の
経
歴
は
パ
ト
カ
ー
勤
務
、
留
置
場

勤
務
、
刑
事
係
勤
務
を
経
験
し
て
い
ま

す
。
特
技
は
柔
道
で
現
在
３
段
で
す
。

趣
味
は
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
す
。

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

越
路
町
交
番
に
着
任
し
ま
し
た
。

町
職
員
退
職
者

（
平
成　

年
３
月　

日
付
）

１５

３１

　

■
内
山
泰
子
（
塚
山
保
育
園
長
）
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▲ 月曜スピリッツ▲ 浦中ファミリーズＤ

越路ＪＶＣ女子県４強入り！
ジュニアバレーボールクラブ

　去る３月９日�新潟東総合体育館で小学生バレーボール新潟県新人大会（５年生以下の大会）が行われ
ました。この大会には県内の地区予選を勝ち抜いた女子１６チームと男子１０チームが参加し、県Ｎｏ１の座
を賭けての戦いが行なわれました。越路ＪＶＣ女子は長岡地区の２位代表として参加をしました。
　１・２回戦で柏崎地区１位と上越地区１位を２－０のストレートで破り越路ＪＶＣ初の準決勝に進みま
した。準決勝では下越地区１位「きのとランナーズ」と対戦、保護者の大応援に選手も応えて大健闘しま
した。結果は０－２で敗れましたが、下越の古豪「きのとランナーズ」と善戦し、初の県４強入りを果す
ことができました。
　今年の新人チームは２００９年に行われる２巡目新潟国体で少年女子
（高校生の部）の中心選手となる学年であり、越路町もその会場と
なる予定です。このメンバーから地元国体代表選手として多く選ば
れるよう今後の活躍を期待します。

県の大きな舞台で大健闘した越路ＪＶＣ

第25回町民登山

日時　平成１５年６月１日�
対象　１８歳以上
定員　一般募集６０名
申込　教育委員会　社会教育係
　　　�９２－５９１０

※参加費、申込期間については広報５月号でお知らせします。

ススススススススススススススススススススポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険スポーツ安全保険
に加入しましょう

　平成１５年度のスポーツ安全保険の加入
受付が始まっています。スポーツクラブ
や子供会など５人以上の団体であれば加
入できます。
　
　　掛金（１人年額）
　　　　　　　　500円～1,500円
　
申込用紙・パンフレット等は教育委員会
社会教育係まで

第８回ソフトバレーボール大会第８回ソフトバレーボール大会
　３月１６日�、町民体育館を会場に、町バレーボー
ル協会主催の第８回ソフトボール大会が開催されま
した。大会には町内外から２８チームが参加し、予選
リーグ及びクラス別の決勝トーナメントと熱戦を繰
り広げました。
各クラスの結果は下記のとおりです。

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡククククククククククククククククククククララララララララララララララララララララスススススススススススススススススススス優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝Ａクラス優勝 ＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢククククククククククククククククククククララララララララララララララララララララスススススススススススススススススススス優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝Ｂクラス優勝 ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣククククククククククククククククククククララララララララララララララララララララスススススススススススススススススススス優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝Ｃクラス優勝

▲ ふた葉会Ｂ

三国コカコーラ杯県新人大会初の第3位入賞

会津磐梯山（福島県）
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MMYY TTOOWWNN SSPPOORRTTSS
～ 各種大会や教室のご案内 ～

　３月２３日�町民体育館、越路中学校体育館を会場に町内２４チームの参加に
より上記大会が開催されました。
　大会には中学・高校・一般の選手が参加し、各チームとも練習の成果を発
揮し、予選リーグ及び決勝トーナメントと１点を争う熱戦を展開しました。
　各クラスの結果は下記のとおりです。

第12回越路町フットサル選手権第12回越路町フットサル選手権

●

●

☆優　勝　CASCAVEL
☆準優勝　月曜クラブ

▲ CASCAVEL

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１Ｊ１
☆優　勝　FC　LOOZ
☆準優勝　サンパチ

▲ FC LOOZ

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ22222222222222222222Ｊ2
☆優　勝　NCSC
☆準優勝　ノートラップ

▲ NCSC

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ33333333333333333333Ｊ3●

●

　朝日酒造株式会社の「松籟閣」（旧平澤邸）が３月２０日、国の登録文化財に指定されました。
　これを記念して一般公開並びに記念講演会を予定しています。皆様のご来場をお待ちしております。

５月１０日�　午前１０時～午後２時３０分
会場：「松籟閣」

同日　午後３時～午後５時
会場：越路町商工会館
講師：長岡造形大学助教授　平山育男 先生

朝日酒造株式会社　広報課　�９２―３１８１

【松籟閣】

　昭和初期に朝日酒造株式会社の初代社長平澤與之助が建てたもので、建物も庭園もほとんど当時のまま残されてきま
した（延べ床面積約１３０坪）。平澤家や朝日酒造にとっては会社創立者の歴史的遺産ということで、２年かけて隣接する
土地に曳屋移転しました。
　現在残っているものは茶の間、仏間、和風食堂、洋風食堂の４室で構成する主屋棟、お勝手、物置、使用人室などが
ある勝手棟それに応接棟で、当時の上層階層の邸宅に多くに見られる伝統的な和風工法を基本に建造されております。
　松籟とは松の梢を吹く風の音。正玄関には初代社長が命名したと思われる「松籟閣」の扁額が掲げられています。

主催 朝日酒造株式会社 ／ 後援 越路町教育委員会

国登録文化財「松籟閣」（旧平澤邸）国登録文化財「 松  籟  閣 」（旧平澤邸）
しょう らい かく

　　　　 一般公開のお知らせ 　　　　

公 開 日

記念講演

問 合 せ






